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令和２年勝浦町マラソン議会（ひな会議）会議録第６日目 

 

１ 招集年月日 令和２年３月18日 

１ 招 集 場 所      勝浦町議会議場 

１ 開閉日時及び宣告 

   開 議 ３月18日 午前９時29分   議 長  美 馬 友 子 

   散 会 ３月18日 午後５時02分   議 長  美 馬 友 子 

１ 出席及び欠席議員 

  ○出席議員（10名）        

       １番  花 房 勝 一       ２番  相 原 喜久男 

       ３番  瀬 戸 直 一       ４番  仙 才   守 

       ５番  美 馬 友 子       ６番  麻 植 秀 樹 

       ７番  松 田 貴 志       ８番  篰   公 一 

       ９番  国 清 一 治       10番  井 出 美智子 

  ○欠席議員（０名） 

１ 地方自治法第121条第１項により説明のために出席した者の職及び氏名 

   町    長  野 上 武 典     副  町  長  山 田   徹 

   政  策  監  大久保   彰     教  育  長  市 川 公 雄 

   参事兼総務防災課長  岡 本 重 男     企画交流課長  石 木 正 昭 

   税 務 課 長  藤 井 小百合     福 祉 課 長  木 村 美 枝 

   住 民 課 長  中 瀬 弘 晴     農業振興課長  河 野 稔 彦 

   建 設 課 長  海 川 好 史     上下水道課長  松 本 博 文 

   教育委員会事務局長  笹 山 芳 宏             笠 木 義 弘 

   会 計 管 理 者  長 友 清 美 

１ 職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 長  後 藤 信 之 

１ 議事日程（第６号）        

        開議宣言 

   日程第１ 諸般の報告 

勝 浦 病 院 
事 務 局 長 
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   日程第２ 町政に対する一般質問 

１ 本日の会議に付した事件 

   日程第１から日程第２まで（第６号） 

１ 会議の経過 

   別紙のとおり 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 
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            午前９時29分 開議 

○議長（美馬友子君） 皆さんおはようございます。 

 きょうも住民の皆様が傍聴においでくださっております。ありがとうございます。 

 それでは，ただいまから令和２年勝浦町マラソン議会ひな会議を開きます。 

 本日の議事日程は，お手元へ配付のとおりでございます。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（美馬友子君） 日程第１，諸般の報告を議題といたします。 

 法第121条第１項の規定により，説明者として出席を求めたのは，野上町長，山田

副町長，市川教育長，大久保政策監，岡本参事兼総務防災課長ほか全課長でございま

す。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（美馬友子君） 日程第２，町政に対する一般質問を行います。 

 通告表の順序に従って発言を許可いたします。 

 ３番瀬戸直一議員の一般質問を許可いたします。 

 瀬戸議員。 

○３番（瀬戸直一君） 議長の許可をいただきましたので，３番議員，ひな会議の一

般質問を始めさせていただきます。 

 まず最初に，防災・減災についてから質問をしたいと思います。 

 各地区の避難所，コミュニティーセンターなどの耐震診断はできているのでしょう

かということで，お願いします。 

○議長（美馬友子君） 岡本参事。 

○参事兼総務防災課長（岡本重男君） 各地区の集会所のほとんどは，昭和54年以降

に建築されていますので，安全と考えております。 

 また，神社とかお寺などの一部の避難所につきましては，建築年も古いことから，

耐震診断ができていないものがありますので，老朽化して危険と思われるような施設

については，避難所指定の見直し等も検討していくことも必要になってくると考えて

おります。 

 以上でございます。 
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○議長（美馬友子君） 瀬戸議員。 

○３番（瀬戸直一君） ありがとうございます。 

 次に，災害避難時の各地区の危険区域，危険箇所の把握はできているのでしょう

か，参事，お願いします。 

○議長（美馬友子君） 岡本参事。 

○参事兼総務防災課長（岡本重男君） 避難所の危険区域ということになりますと，

まず地すべり指定区域，それから急傾斜，土石流の指定区域と，県のほうで指定した

区域がございます。そういう区域につきましては，町のほうもその指定区域の地図と

集会所の位置がわかるものがありますので，それぞれその集会所がその範囲に入って

いるかというようなことは，危険なところということで把握をしております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 瀬戸議員。 

○３番（瀬戸直一君） そのマップはまだできてないんですよね。 

○議長（美馬友子君） 岡本参事。 

○参事兼総務防災課長（岡本重男君） 土石流等のマップにつきましては，以前にお

配りしております緑色の大きい地図の浸水の裏側のほうに土石流の指定のマップが載

っておりますので，縮尺が大きい地図ではないんで概略の位置で見るしかないんです

けども，そういうものと，それとインターネットで県のほうで一応地すべりの指定っ

ていうんが県民の方皆さん見れるようにはなっておりますが，前回のマップの中でも

そういう指定区域を印刷して配っております。 

○議長（美馬友子君） 瀬戸議員。 

○３番（瀬戸直一君） ありがとうございます。 

 それで次に，災害弱者対策でお助けマップをつくるっていうて去年のみかん会議の

ときにおっしゃっとんですけども，災害要支援者の支援は地域ぐるみの取り組みが必

要であります。民生委員さん，区長さんなどの協力もいただきながら，今後のマップ

作成に向けて，その後の支援について協働して取り組んでいきたいと回答されまし

た。 

 具体的にどういうふうにするのか，マニュアル等はできたのかということで，福祉

課長，お願いします。 
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○議長（美馬友子君） 木村福祉課長。 

○福祉課長（木村美枝君） 弱者対策，お助けマップ，こちらは仮名称でございまし

たが，そちらのほうを災害避難時に向けた支援として地図のほうの作成を検討してお

りましたが，現在，各地区の自主防災に防災用の地図がございまして，配布をされて

おります。今後は，災害避難時の弱者対策には，それらの地図と，包括のほうで要援

護者実態把握のほうを行っていただいております，そちらを整理しました要援護者台

帳，そちらを生かして今後の支援に取り組んでまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 瀬戸議員。 

○３番（瀬戸直一君） ありがとうございます。 

 そして，その台帳をそのときにそれぞれが生かせるように，連携を密にして取り組

んでいただきたいと思います。そのときに生かせるようにです。よろしくお願いしま

す。 

 次に，農業振興についてお尋ねいたします。 

 １番目として，農地の売買について，農地の取得に当たっての下限面積についてお

尋ねいたします。 

 過去の質問に対しての検証部分もあると思うんですけども，下限面積を５反から３

反に下げたらばという質問をしてると思うんです。30年度の11月にアンケートをとっ

て，結果は公表されたのでしょうか。 

 そして，31年度の末に集計の結果を出すと回答されてます。農業委員会は５反でい

くというふうに決定したのか，どうして，現状は５反なんですけども，提案したこと

がアンケートの結果によってどうなったのかということを説明をお願いします，農業

振興課長。 

○議長（美馬友子君） 河野農業振興課長。 

○農業振興課長（河野稔彦君） 下限面積についてのご質問でございます。 

 下限面積につきましては，昨年の３月及び４月の農業委員会の総会で，事務局から

としましては，議会のほうからの要望も踏まえまして，町としては別段面積の設定，

50アールの面積基準を下げられないかとする意見を提出させていただきました。 

 その結果，４月25日の総会におきまして，最終的に令和元年度は50アールのまま維
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持するということで委員会のほうでは決定をいたしました。ただ，農業委員会のほう

では，年１回以上は下限面積につきましての議題を取り上げて検討していかんかとい

うようなことで，各委員さんは地区の声それから地域の実情を聞きながら調整してい

くということを委員会のほうでは確認をいたしております。 

 町としましても，新規就農者の参入を推進していく上で，また耕作放棄地をふやさ

ないためにも，地域の状況を見ながら，下限面積の設定というもので支障を来す場合

には下限面積を下げる方向で検討を引き続き委員会のほうにも要望をいたしたいと考

えております。 

 それから，先ほど言われてましたアンケートの公表でございますけれども，委員会

のほうではアンケート結果を検討させていただきました。ちなみに，下げたほうがよ

いとする意見が若干上回っておったわけでございますけれども，その結果も踏まえて

委員会のほうでは検討させていただいております。 

 以上のような状況でございます。 

○議長（美馬友子君） 瀬戸議員。 

○３番（瀬戸直一君） ありがとうございます。 

 私が思うに，なぜかというと，耕作放棄地の解消にもなるし，新しい農地も生まれ

る，土地の集約が進むのではないかということなんです。それで質問させてもらいま

した。前向きな検討ということで，ありがとうございます。 

 次に，これも今のことに関連するんですが，耕作放棄地の売買についてお尋ねしま

す。 

 耕作放棄地の取引をするときに，買ってもらうときに，登記料を引受手に補助をす

るということを制度として必要と思ったら適用すると，これも以前に答弁しているの

で，今制度がないということは必要に値しないということなのか。これもさっきの質

問と同じです。耕作放棄地を少しでも少なくするという思いからです。町としての回

答をお願いします。 

○農業振興課長（河野稔彦君） 小休をお願いします。 

○議長（美馬友子君） 小休します。 

            午前９時42分 休憩 

            午前９時44分 再開 
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○議長（美馬友子君） 再開します。 

 河野農業振興課長。 

○農業振興課長（河野稔彦君） 現在の町の取り組みとしましては，登記料について

は助成はいたしておりません。かわりにといっては何なんですけれども，貸し手側の

所有者の方には集約に対しての助成は一部補助という制度はあるんですけれども，先

ほど申しました登記については助成対象とはしておりません。 

○議長（美馬友子君） 小休します。 

            午前９時45分 休憩 

            午前９時47分 再開 

○議長（美馬友子君） 再開します。 

 河野農業振興課長。 

○農業振興課長（河野稔彦君） 失礼しました。売買に当たってのご質問でございま

した。 

 今の町の制度としましては，耕作放棄地を解消していく上での制度になりますけれ

ども，放棄地を改良する，手を加えて活用できるような状態にするという小規模改良

への補助金は設けておりますけれども，先ほど議員おっしゃられました登記について

は現在対象としておりません。今後の検討課題としてこちらも受けとめておきたい

と，このように思っております。 

○議長（美馬友子君） 瀬戸議員。 

○３番（瀬戸直一君） 今後の検討ということで，よろしくお願いします。 

 次に，もろもろの，町単事業もあると思うんですが，補助に対する費用対効果はと

いうことでお尋ねします。 

 例えばみかんの改植補助とか，補助したものに対して管理ができているのか追跡調

査をして，二，三年後の検証が必要なのではないんでしょうか。そういうことを管理

してなかったら，仮に植えっ放しで補助だけもらった，後は何もしてないということ

もあるんじゃないのかと。 

 それと，これも関連することなんですが，農機具等の補助ですね。補助金を出し

た，管理簿みたいなんをつけてなかったら，補助だけして，これも後は知らん顔では

あかんでしょうね。どういうふうに思われてますか。そういうシステムがあるんでし
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ょうか。 

○議長（美馬友子君） 河野農業振興課長。 

○農業振興課長（河野稔彦君） もろもろの補助というのが，対象が町単事業のこと

でございますけれども，先ほど申されておりました補助に対しての追跡調査というと

ころは，現在のところ，そこまではできておりません。当然ながら，機械等の管理簿

ですか，そちらのほうも確認ということはいたしておりません。 

 ただ，費用対効果といいますと，かけた費用，コストに対してどれぐらいの効果，

利益があるかということになってまいりますけれども，町単事業においては，事業メ

ニューによって補助率それから上限枠を定めて農業者や団体に支援をしております。 

 その結果の数字的なところというのはあらわしにくいんですけれども，こちらとし

ましては，作業労力の軽減，それから農業の維持，意欲の高揚，この２つの視点でこ

の事業の評価を捉えておるところであります。 

 その中でも，比較的大きい事業，よく利用していただいておる事業というのがある

んですけれども，特にまず労力軽減につきましては，小規模園内道，それから農道整

備，それから舗装事業，このあたりが９件ほどありまして，それから設備導入，運搬

機，モノレール，動力噴霧機，せいろの昇降機，コンベヤーといった設備の導入に対

しての補助の申請をいただいております。これらが多くいただいております。 

 また，農業の持続継続，それから農業に対しての意欲の高揚というところでは，鳥

獣防護柵の整備事業，それから石垣補修，貯蔵庫の補修，それから苗木購入と，こう

いったところをご活用いただいております。 

 これは余談になりましたが，補助に対しましての実績報告を上げてもらうわけなん

ですけれども，追跡というところ，それから管理簿，機械をどれぐらい使いようかと

いうそういったところは，その辺は今ご指摘をいただきましたことも踏まえまして，

これについても今後あり方を検討させていただくというところでご答弁とさせていた

だきます。 

○議長（美馬友子君） 瀬戸議員。 

○３番（瀬戸直一君） ご検討のほどよろしくお願いいたします。 

 次に，旧園芸高校跡地についてをお尋ねします。 

 昨年９月，11月，ことしの２月の住民の会ですね，役場からも来ていただきまし
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た。地元からの意見を持ち帰ってどう思っているのか，どういうふうに進めるのか，

今現在の町としての見解をお願いします。 

○議長（美馬友子君） 河野農業振興課長。 

○農業振興課長（河野稔彦君） 旧園芸高校の跡地利用についてでございますけれど

も，今おっしゃられました，本年２月３日にパイロット跡地利用について，この席上

には地元議員，それから両区長さん，それから近隣の土地の所有者の方，それから関

係者の方々にお集まりをいただきまして協議をさせていただいたところでございま

す。 

 会議の結論としましては，農地として利活用いただきたいとの地元の意向として結

論に至ったと認識をいたしております。再度開催する協議会には，今おっしゃってま

したたたき台となる案を持って協議したいとの意向を踏まえまして，具体的な案につ

きましては現状まだ地元に提案できるところまでには至っておりませんけれども，地

元の意向に沿った形で幅広く検討させていただき，年度早々には煮詰めて再度協議を

いたしたいと，このように考えております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 瀬戸議員。 

○３番（瀬戸直一君） 本当にあそこは町として必要なところなのか，町有としてで

すよ。例えば安く売却するとか，無償で譲渡するとか，安く貸すとか，そういう考え

もあるので，今後の検討をよろしくお願いいたします。また次の会で多分何か答えを

持ってきてくれると思うんですが。とりあえず，この答えをいつごろ出してもらえる

かとかというんはわかりませんよね。 

○議長（美馬友子君） 河野農業振興課長。 

○農業振興課長（河野稔彦君） 先ほども年度早々にということでご回答させていた

だきましたけれども，６月ぐらいまでには再度地元のほうと協議をさせていただけた

らなと，このように思っております。 

○議長（美馬友子君） 瀬戸議員。 

○３番（瀬戸直一君） ありがとうございます。 

 次に，農業従事者の高齢化が進む中，作業には力仕事が多く，なかなかはかどらな

いことがあると聞きます。先月のかんきつ系の講演会でアシストスーツの展示があり
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ました。そういうものに補助をできないかという質問です。 

 それと，みかん畑にも上り下りするのに，モノレールはあるんですが，乗用禁止な

ので，乗用モノレールという機械があります。こういったものに補助ができないかと

いう質問です。河野課長，よろしくお願いします。 

○議長（美馬友子君） 河野農業振興課長。 

○農業振興課長（河野稔彦君） 従事者の高齢化に対しましての労力軽減につながる

スマート農業の推進と，こう捉えておりますけれども，まずこの前の講演会でも展示

をさせていただきましたアシストスーツなども町単事業の農業設備の導入事業のメニ

ューに加えれるのではないかとは考えております。 

 ただ，機種によって比較的高額でございます。また，幅もいろいろ低価格から高額

とあるんですけれども，予算の範囲内で補助枠を設けるなどして支援できるよう，機

種も含めまして調査検討してまいりたいと，このように思っております。 

 それから，もう一点の乗用タイプのモノレールでありますけれども，今現在モノレ

ールの設置については助成対象としております。新設の場合は，この場合，助成の対

象と当然なってまいります。ただ，現在の既存のモノレールに乗用タイプを取りつけ

る，これにつきましてはただいま検討させていただいておる最中でございます。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 瀬戸議員。 

○３番（瀬戸直一君） 多分，乗用モノレールというんは，今ある単軌道に人が乗れ

るような台車だけ，機械は130万円ぐらいするらしいんですけども。新設っていうこ

とは，レールからするっていうことですか。ということは，人が乗れる台車だけを導

入するっていうんには使えないっていうことなんですよね。 

○農業振興課長（河野稔彦君） そのちょっとただいま検討させていただいてます。 

○３番（瀬戸直一君） 検討をよろしくお願いします，ぜひともいけますように。 

 次に，沼江バイパスについてお尋ねします。 

 沼江バイパスの進捗状況はということでお伺いします。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 沼江バイパスの進捗状況についてのご質問をいただきま

した。 
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 県に確認いたしましたところ，現在バイパス区間起点側におきまして，切り土，の

り面工事を施工しております。ことし１月から天川谷川の管渠工を施工しており，工

事の進捗状況といたしましては約４割程度となっております。引き続き早期に工事完

成を目指して取り組んでまいると県には伺っております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 瀬戸議員。 

○３番（瀬戸直一君） ありがとうございます。 

 次に，そのバイパスの土捨て場の将来の有効利用に，何をするにしても水が要るん

じゃないかと思われます。バイパスの南側歩道に沼江水道の本管を埋設してくれない

かということでお聞きします。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 水道管の埋設はということでございます。 

 平成30年７月議会若あゆ会議であったと思いますけれども，前課長のほうから水道

管は必要であり，バイパス歩道に施工予定であると答弁をしておりますが，現在，西

側残土場の計画につきましては課題があり，事業実施が困難な状況が続いておりま

す。また，東側残土場も，拡張と計画高の変更等を予定をしております。 

 このような状況で，水道管を事前に布設したといたしましても，通水しない期間が

長ければ水道管の破損を招くことにもなりかねません。 

 したがいまして，沼江バイパスの施工に合わせた水道管の布設については見送りた

いと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 瀬戸議員。 

○３番（瀬戸直一君） 施工を見送るということなんですね。管に水を入れなんだら

どうしてあかんのんですか。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 水道課のほうとも協議をいたしましたが，水道管には，

通水せずに配水管等を放置した場合，外圧による配水管の損傷やさびのおそれが生じ

てくるということでございます。 

 以上でございます。 
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○議長（美馬友子君） 瀬戸議員。 

○３番（瀬戸直一君） 30年の若あゆ会議のときには，施行予定であるっていうふう

に決まったんですよね。通水せなんだら配管にさびが回るとかなんとかおっしゃるけ

ど，ほんな土圧で管がめげるような管ではないだろうと思うし，さびが回るやという

て，ほんな水が入っとったってさびは回るし，仮にふたをしといたらそんなにさびな

いんじゃないんですか。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 現在，東側残土場を，ここを沼江バイパス完了に向けて

活用していくことと考えておりますので，当面，東側残土場として使う期間について

は水というものは必要がないだろうというふうに考えておりますので，ある程度の期

間を管を埋設した状態でずっと通水せずに放置するということになった場合について

は配管の劣化を招くことになるということでございます。 

○議長（美馬友子君） 瀬戸議員。 

○３番（瀬戸直一君） ということは，道ができて，後から必要に応じて配管を入れ

るということはありですか。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 現在，東側についてはここ数年はそういった形で残土場

としての活用を，県の沼江バイパス工事に伴ってご活用いただくということでござい

まして，その後，水を使う必要になったときにはそのあたりについてはまた検討して

まいりたいというふうに考えております。 

○議長（美馬友子君） 瀬戸議員。 

○３番（瀬戸直一君） そのときに検討をよろしくお願いいたします。もうこれは言

うてもらちが明きませんので。 

 次の質問に入りたいと思います。 

 交通弱者への対応はということでお尋ねします。 

 平成24年12月議会でも質問，具体的な対策としてデマンドバスがあると，25年に向

けて検討するとおっしゃってます。31年度のひな会議でも国清議員さんが質問してい

ます。私も去年のみかん会議で質問しました。町民のニーズに向けて，検討を早くに

研究して結果を出したいと回答しています。 
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 交通弱者への対応をどう検討したのでしょうか，参事，お願いします。 

○議長（美馬友子君） 岡本参事。 

○参事兼総務防災課長（岡本重男君） デマンドバスの件でございますが，路線バス

の徳島バスの存続ということで，今まで町のほうは取り組んでまいりました。それ

で，かつては補助金という形でしておりまして，その後は県のほうに負担金を払うと

いう形で今徳島バスのほうに運行していただいております。 

 それで，徳島バスの路線バスの運行の便数が減ったり区間が短くなっていくという

ような状況も今後想定されますので，そういうときにはデマンドバスであるか，ある

いはそういう代替の形で交通弱者の方のための公共交通機関を考えていかなければな

らないと考えております。 

 今現在も利用人数が減少しておりますけれども，将来に徳島バスがなくなるような

場合には，町民の不便を解消するために，デマンドバスを含めた交通サービスの提供

を検討していく必要があると考えております。 

○議長（美馬友子君） 瀬戸議員。 

○３番（瀬戸直一君） 例としまして，先月２月21日に阿南市の加茂谷地区で中山間

地域にふさわしい公共交通の導入に向けてという講演がありました。加茂谷元気なま

ちづくり会主催で，阿南市長，阿南市議８名，執行部２名の参加です。 

 それで，講師は，デマンド型乗り合いタクシーの導入ということに尽力された高知

市職員，総務部政策企画課地方創生推進室長出口忠彦氏です。高知市の中山間地域の

土佐山田，香我美地区などに導入しています。このシステムは，昨年私が質問したオ

ンデマンドバス，コンビニクルシステムに似たシステムです。 

 特徴といたしまして，メリットは，自宅近くまで送迎できる，全ての住民が利用で

きる，タクシーなので道幅の狭い道路でも運行できる，デマンド予約型なので無駄な

運行がない。デメリットとしては，複数の人が乗り合わせるので迂回運行となるので

時間が読めません。予約は必要です。町外へ行く場合はバスに乗りかえてもらいま

す。 

 このバスはどういうかというと，補助金の関係で，勝浦のどっかまでは入ってもら

います。ほんで，ほの乗りかえポイントまではタクシーが運行するんですが，バス

は，勝浦やったら玄関口，沼江とか石原のところまで入ってもらって，ほこで回転し
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てもらうと。 

 これは高知市の例なんですが，廃止路線代替バス，スクールバス，僻地診療送迎バ

ス，デイサービスの送迎車，これを全部集約してます，このデマンドタクシーに。そ

うしますと，運行費の３分の１が言うたら高知市は削減でき，タクシー事業者は安定

的な収入になります。バス事業者は，運行費用の削減と運転手不足が補えたとありま

す。 

 私が思うに，この担当者の方は，タクシー会社，バス会社に日参して，一から交渉

してつくり上げたシステムです。担当者の地域をよくしようという熱い思いが伝わっ

てきました。 

 加茂谷地区も，勝浦とよく似た環境で，那賀川を挟んで南岸，北岸地域に分かれた

町ですし，阿南市も導入されるのかなと思いました。必要があれば視察にも来てくだ

さいともおっしゃいました。 

 それで，町長に質問です。 

 町長のひな会議所信表明で，高齢者においてはタクシー運賃助成券，お買い物バス

福ちゃん号は高齢者の足となり好評を博しておりますが，アンケート調査等を行い，

一層便利な移動手段の支援策を構築しますと表明しています。どうするのか，具体的

なご所見をお願いします。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 改めましておはようございます。 

 デマンドバスを今後どうしていくかということでございますが，今担当の参事のほ

うからもありましたように，近年のバスの運行状況の減少，また高齢者の免許証等の

返納，こういったことで需要はふえてくるというふうに思っております。 

 こういったことも踏まえて，令和２年度におきまして総合計画なりの構想自体を策

定していくというようなことになろうかと思いますが，こういったことを見据えて，

将来的に交通体系っていうのをここの中で見直していく必要は必ず出てこようかと思

っております。住民の皆様のニーズ，またご提言等を生かして，そういった計画の中

でも組み込んでいきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 瀬戸議員。 
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○３番（瀬戸直一君） 毎回同じような回答を聞いておるんですが，この件について

はまた次にでも質問したいと思います。考えるだけだったら誰でもできると思うんで

すが，ほんまに住民の立場に立って検討をよろしくお願いします。 

 次に，最後になります，お尋ねします。 

 平石山鉱山への残土処理の件でお尋ねします。 

 さきの地区住民への経済産業省，国の説明があったんですが，あれでは全然回答に

もなってないみたいやし，住民の不安はさらに増したんではないかなという思いで

す。 

 そこで，徳島県生活環境保全条例に基づく市町村長の意見書ということで，土砂の

受け入れを行っている特定事業場，残土処分場等の許可申請が27年10月16日に認可さ

れ，令和２年６月30日の期限が切れます。更新の手続で５月初めに県から町に意見書

を求められると思うのですが，これまでの意見書とどう変わるのか，どう変えるの

か，町長の意見をお願いいたします。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 以前に県から求められた市町村長の意見，この意見書がどう

いうふうに次回の更新のときに変わっていくのかということでございますが，この意

見書につきましては，県の盛り土事業による徳島県生活環境保全条例第64条の規定に

基づく意見書ということで，県から市町村長に対して意見を求めてきたものでござい

ます。 

 今回，できれば今まで安全・安心が担保されるまでは事業を進めないでもらいたい

と，こういったことを国については求めてきましたが，まずこれは県から意見を求め

てくるものでございます。そのために，事業者からこの事業を進めるために事前に町

または地域の住民への丁寧な説明を行うように，この意見書の中で求めていきたいと

いうふうにも思っております。 

 それから，土壌基準等に適応する土砂の搬入というところで，公共残土のものを利

用してという場合については今県において検査を進める，やるというように聞いてお

りますが，ここに搬入する全ての土砂において県に検査をしていただきたいというよ

うな申し入れもしていきたいというふうに思っております。特に土砂等の崩落，流出

及び水質汚濁といったようなことについては，今以上の指導，監視体制をつくってい
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ただいて，それを必ず実行していただけるように申し入れしていきたいというふうに

思っております。 

 それから最後に，大雨，風水害等において土砂等崩落防止，また排水処理対策のた

めの施設整備について，事業を開始する前に必ず事前にやっていただきたいというよ

うなことを申し入れをしていきたいというふうに考えております。 

 数点申し上げましたが，もう一度十分に当意見書を出すときには精査しまして，県

に対しての申し入れを行っていきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 瀬戸議員。 

○３番（瀬戸直一君） 町民としては，少し町長の意向がわかったので，ちょっと安

心したような次第でございます。 

 以上で３番議員，一般質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（美馬友子君） 以上で３番瀬戸直一議員の一般質問は終了いたしました。 

 議事日程の都合により，休憩といたします。 

            午前10時23分 休憩 

            午前10時39分 再開 

○議長（美馬友子君） それでは，休憩前に引き続いて会議を開きます。 

 ４番仙才守議員の一般質問を許可いたします。 

 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） それでは，議長の許可をいただきましたので，４番議員仙

才，ただいまより一般質問を始めさせていただきます。 

 それでは，始めます。 

 まず最初に，光ケーブルの活用策，例によってですけれども，これから始めていき

たいというふうに思います。 

 料金改定案と実施時期ということで，みかん会議におきまして，それは次のページ

にあるんですが，光ケーブルの料金見直し，年度末までに結論を出したいということ

で，ここの部分ですね，お約束をいただいておりました。この件がどうなったか，と

りあえずご報告をお願いします，参事。 

○議長（美馬友子君） 岡本参事。 
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○参事兼総務防災課長（岡本重男君） 光ケーブルの料金のことでございますが，今

現在，業者のほうからその後12月に新しく料金案が提示をされました。それで，その

案でございますが，テレビとＩＰ電話のセット料金と，今現行のテレビとネットの

100メガバイトの分とＩＰ電話のセット，それから３番目がネットの１ギガとテレビ

とＩＰ電話のセットということで，３種類の案が出ております。 

 それで，業者のほうへこの案について提示はされたんですけども，料金についての

説明資料というのが十分なものでなかったもので，再度その詳しい資料を提出するよ

うにお願いをしておりました。 

 それでさらに，２月３日の日に担当者，上勝と勝浦町と，それと業者とで再度その

話をしたんですが，その時点ではまだ詳しい資料が出てこず，さらに今も出てきてい

ない状態になっております。 

 それで，みかん会議でお約束していました，年度末までに結論を出したいというこ

とであったんですけども，業者のほうから詳しい資料がまず，説明的な資料が十分で

ないっていうことで，協議中でございます。それから，当然，業者のほうの説明資料

を見た後は，今度は勝浦町と上勝町でセットの料金等についてすり合わせの部分も必

要になってくるということで，協議をさらに両町でしていくことになってまいりま

す。 

 ということで，非常に申しわけございませんが，今年度末までに新しい料金案の結

論を出すということが非常に難しい状況にあるということになっております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） 今の答弁だと，次のページに去年４月４日に新聞に出たんで

すけど，この内容と変わっていないように思うんです。一緒のことを言ってると。 

 それで，みかん会議の答弁では，これは４月に新聞に出たんですけれども，夏と言

うてきたと。10月に撤回というか，やめたということが来て，今の答弁ですとまた

12月に同じ案が出てきたということのように聞こえます。全く進展してないというこ

とだと思うんですよ。 

 それで，この件に余り時間をとりたくないんですが，言わざるを得ないので言いま

すが，私は，今までこの問題を言うのに，いつも料金とほいから活用策っていうこと
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を言ってきたわけ。この問題を解決するには，新しい高速通信網を有効に使っていく

という視点が必要なんですね。そのために10億円以上の金額をかけてしてるわけです

よ。有効に使えば，払った料金以上の効果が得られるというふうに私は思ってます。

だから，常に活用，利用，利用率の向上ちゅうことを言うてるわけです。 

 そしてその上で，どうしても新しい機械を使いこなすのが困難なご家庭もございま

す。高齢者の方とか，そういうご家庭に対しては，道義上ですよ，料金を下げて，使

ってないことがわかってるわけですから。既に14年ですよ。何ら恩恵を受けることな

く料金だけ払い続けてるっていうことは，これは道義的に問題があると前の町長も言

ってました。大分僕らが言うてきて時間がたちます。私だけじゃなくて，10番議員も

最初のころから言ってるっちゅうんですよ，この問題は。何で解決ができんのか，本

当に不思議に思うんです。 

 もう一つ，ここに質問って書いてますけれども，私は広報かつうらをずっと読み返

してみた。そしたら，平成18年のサービス開始から数年間はいろんな記事が出てまし

た，啓蒙するような。利用率を向上したいという町側の意向があらわれてましたよ。

ぱたっとそういう記事がなくなって，実際の活動もなくなったんでしょう。 

 はっきり言います。何もしないまま今日に至ってる。それはどういうことなのか。

いや，そうじゃないっちゅうんならいいんですよ，答弁していただいて。利用率向上

策についてどのように進めようとしているのか，何らかの考えはあるのか。 

 前後しますけど，今インターネットを利用するっていう環境は物すご高まってきて

るわけ。それはここに書いてありますように，一般の家庭でＷｉ－Ｆｉを使うってい

うのは普通になってきてます。そのＷｉ－Ｆｉは光ケーブルにつながってるわけで

す。高齢者もスマートフォンを使うようになってます。したがって，Ｗｉ－Ｆｉを使

う。あるいは，映像情報がアマゾンプライムビデオとかユーチューブだとか，若い人

は普通に使ってるわけね，それを。間もなくっていうか，もう始まったんかいな，Ｎ

ＨＫプラスという，放送とネット配信が同時に始まるわけです。テレビでもその他の

映像をインターネット経由で見るやということはもう普通になっとんです。 

 例えば，これは私の家の安いテレビですけど，43インチを４万円台で買ったという

やつですが，このリモコンを見ても，インターネット用のボタンとテレビ用のボタン

が一緒のところにある。映像を見ている人は，今自分が見ている映像がインターネッ
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ト経由で来ている映像なのか，テレビの回線を通じて来ているのか，わからん状態で

す。意識しなくても見える，今そういう環境になってきてるわけです。 

 もう一回もとに戻りますけど，利用率向上策についてどのように進めようと考えて

いるのか，それから検討中のサービス，特に高齢者世帯向けというのはないんですか

ということです。 

 ついでにもう一丁行きます。 

 これはこの３月５日に私が投稿した読者の手紙っちゅうやつなんですが，高齢者用

の電子書籍端末，こういうのもインターネットあってこそのアプリケーションなんで

すね。こういうのを踏まえて質問をしておりますので，答弁を，これは誰が，参事が

するん，ほんなどうぞ。 

○議長（美馬友子君） 岡本参事。 

○参事兼総務防災課長（岡本重男君） インターネットの利用率の向上ということ

で，議員から今現在の会社のほうにも問い合わせしたほうがいいんでないかというア

ドバイスをいただきましたので，テレビトクシマのほうに問い合わせをいたしまし

て，そういう資料ももらっての答弁になってまいりますが。 

 議員のおっしゃるとおりで，テレビトクシマのほうでも，シニア層が最近はスマー

トフォン等利用者が増加しておりまして，スマートフォンを利用する場合は，自宅で

いる場合とかは自宅のＷｉ－Ｆｉにつないで，経由して利用すると料金が安くなった

り，あるいは速度の遅い携帯電話であると，それにつなぐと安定して通信ができると

いうことを回答いただきました。 

 それで，こういう光ファイバーの回線が家につながっていることで，スマートフォ

ン，タブレットについては今後インターネットの利用がふえていくということで業者

のほうも考えております。 

 それからまた，あらゆるインターネットの，議員さんの言われましたテレビとか映

像の配信の会社があって，有料で配信していくところとかがあるんですけども，そう

いうところも今後どんどんふえていくだろうということで，今現在，業者のほうは年

間３割ぐらいそういう利用っていうのがふえていくんでないかというふうに予想して

おります。 

 それで，高齢者向けの独自のサービスはあるかとご質問ですが，今現在，残念なが
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ら勝浦町では独自のサービスというのをしておりません。それで，業者のほうも，回

線を使っての健康診断をしてもらうとか，あるいはヘルスチェックとか，健康のビデ

オを見て体操するとか，そういうような一般的な回答で，独自のサービスというのは

今現在実施していないという状況でございます。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） 長々と話がありましたけど，要は何もしとらんということだ

と思うんですよ。 

 だから，料金問題にしても，利用率を上げて，２年前になるんですね，アンケート

をとって，インターネットを使ってる人が約半分だったわけですよ。ほんなんだった

ら，料金を上げたらインターネットは要らんわっちゅうて，半分の人がやめたら業者

やって困るわけですよ，実際。収入が減るわけですからね。以前だったら，プロバイ

ダー業者が別の業者を使ってたから，入った分はプロバイダー料が減りましたけど，

今は一緒になってますから，単に収入が減るだけっちゅうことになるわけですよ。一

緒になって利用率を上げて，活用して，それでどうしても使わないっていうか使えな

いというか，そういう方には，これは道義上，料金を下げてっていうのが普通の考え

でしょう，ほんなもん。何回言うたらわかるんか。 

 きょうは落ちついて話をしようと思ってたんでこのくらいにしときますけれども，

強くそう思っております。 

 次の項目へ行きたいと思います。答弁を聞いてもしゃあないと思うのね。 

 もう一つ，忘れてました。 

 勝浦町の光ケーブルは公設民営方式でいっています。先ほど私が申し上げたよう

に，インターネットを使う，しかも映像をインターネット経由で見るというのが非常

にふえてきてて，町内にも今の設備で大丈夫かっちゅう話がある。映像というのはデ

ータ量を食いますから，単にウエブを見るだけとかというんでなくて。 

 それで，これもここに書いてあるのは，通告書を出した後すぐに通告書要旨という

ことでこの文書を出してます。10日以上前に出してあると思うんですよ。その文書と

全く同じです。テレビをインターネット経由で見る場合に同時視聴が可能な人数はど

のくらいかっていう質問で，一応画質によって人数は変わるだろうと思って，画質を

４つほど書いてあります。これについて答弁をお願いします。 
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○議長（美馬友子君） 岡本参事。 

○参事兼総務防災課長（岡本重男君） 業者のほうにこの質問のほうを送りまして，

回答のほうが返ってきたのが，済いません，２種類だったんですけども，回答のほう

は。 

 まず，ＮＨＫプラス，現状1.5メガ程度で同時に1,300接続が可能と。それから，ネ

ットフリックス４Ｋ，最大25メガ，これが同時に80接続になると。ただし，これはテ

レビトクシマ勝浦センター－サブセンター間は最大２ギガの容量があるため，単純な

割り算で計算した接続数になるというふうに説明に書いてございました。済いませ

ん，４種類は出てないんですが，この２種類ということで業者からの回答になってお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） 真ん中は回答がなかったっていうことなんですけど，本当は

真ん中あたりで見てる人が多いんで，それが欲しかったんですけれども。 

 80人っていうことになりますと，人口が両町で6,000人を超えて，その中で80人が

同時に見れると。例えばオリンピックを見るということになると，視聴率はどのくら

いかわかりませんけれども，大体はまだテレビ回線経由で見るとは思いますよ。だけ

ど，実際には先ほどのリモコンなんかを見ていただきましたけど，見る人はどっち経

由で見ようかという意識をしなくなってますから，滞りが出るかもしれないわけで

す。 

 これはもう専門家が見んとわからんので私のほうはわかりませんけど，この中にど

っかのネックがあって，２ギガということになってるんだと思います。恐らくこうい

うところが２本ありますけど，１ギガずつで２ギガ，それがボトルネックっていうや

つなんですけれどもね。言いたいことは，早目にそういうことを業者さんと話をし

て，設備更新の用意をする時期が間もなく来るんじゃないかというふうに思ってま

す。10年はもたん。そういうことで質問をしました。はっきりした回答はいただいて

ないんですけれども，大体のことはわかりました。この件は結構です。 

 次に移りたいと思います。 

 防災問題です。この問題もみかん会議において質問をさせてもらいました。そのと
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きはきちっとした回答でなかったんですが，多分，いろんなことをやられてると聞い

てますので，お答えがいただけるんではないかと思います。 

 維持保守の現状ということです。 

 私が昨年の５月ごろから，今この写真にありますところの放送塔が壊れとんちゃう

かということで，何度か総務防災課の事務所のほうへ言うてきました。四の五の言う

てなかなか直さん。 

 そのうちに，これは８月30日ですけれども，こういう新聞に載ったわけです。誤報

でして，これも，３月故障って書いてますけど，９月に故障しとんでね。５カ月放置

って書いてありますけど，実際は11カ月放置しとった。これは保守報告書からわかっ

たわけですけど。 

 そのときに，新聞に載った８月30日の翌日にはや業者が来て直しよったっちゅう。

自分の身の上に火の粉が降りかかったらえらい早いなという話になって，町民をばか

にしとんかと，町会議員に言うてもあかんなと，新聞に書いてもらうほうが早いわっ

ちゅう話になったんですよ。 

 これも２回目を言うのも気が引けるんですが，保守報告書を見せていただいたら，

基地局は４年間ほど放ってあるとか，ほいからそれ以外も長いこと放ってあるのがあ

ったり，屋外のスピーカーもなかなか直さずに置いてあるところがここなんかを見た

ら大分ありますわね。そういうことがわかったんで，指摘をさせていただきました。 

 その後いろいろな修理等を実施されたと聞いております。その結果について報告を

お願いします。 

○議長（美馬友子君） 岡本参事。 

○参事兼総務防災課長（岡本重男君） 議員のほうからお話をいただいて，非常に私

のほうも反省しておりまして，今まで直っていなかったということを再認識しており

ます。 

 それで，沖電気のほうが今まで定期的に保守点検をしているのが９月と３月という

ことで，ことしの３月については，現地は行ったんですけど，まだ報告書のほうは今

後出てくるという状況になってます。 

 それで，修繕の状況でございますが，先ほど言いました黄檗の場所がまず１番目に

直したところで，８月に業者のほうに発注しまして，受注生産で製品が届かないとい
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うことで，直るまでに２カ月近くかかったというような状況でございました。 

 それで，その後は優先順位をつけまして，予算の中で急ぐものから順番に直すとい

うことで，北山局というところをその後直しております。それから，来年度の予算に

関しましても修繕費を計上させていただいて，議決をいただければ来年順次優先する

ものから直していきたいというふうに，計画的に直していくということを考えており

ます。 

 それから，保守点検が年２回ありますので，議員のご指摘のとおり，急に壊れた場

所については優先順位をさらに上位に持ってきて直すというような対応も，今後，保

守点検，あるいは住民の方から聞こえないという情報が入った段階で検討して，でき

るだけ早く直していくというような対応をしていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） 基地局を直したん違うんですか。 

○議長（美馬友子君） 岡本参事。 

○参事兼総務防災課長（岡本重男君） 済いません，答弁が漏れてました。基地局の

基盤のほうを直しております。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） 基地局が倒れたら全部使えんようになりますからね。こんな

のを４年間も放っとくやということは，ほんまに考えれんような対応ですから，一番

に直してほしかったということですが，もう直ってると，こういうことで，この部分

ですね。現用予備構成になってて片一方が壊れとったと，こういうことであります。 

 次の質問に行きたいと思います。 

 発災時の通信運用計画ということで，これはいろいろ考えられてるんだろうと思う

んですよ。予算の中にも衛星通信とかという言葉がちらっとありましたし。 

 それから，これも前にも聞いとんですが，上り情報の収集。上り情報はないんです

ね。大体下り情報が多くて，スピーカーも皆下り情報ですね。消防の無線とかは上り

情報があると思うんですけれども，今回衛星が加わったんかもわかりません。 

 それから，避難所のＷｉ－Ｆｉ整備っていうか，これはしてるのかどうか。 

 それからついでに，時間のあれがあるんで，防災用ドローンとか，これを導入され
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てるところも新聞なんかを見ますと出てきてます。勝浦町はどういう方針でいかれる

のか，あわせてお答えを願いたいと思います。 

○議長（美馬友子君） 岡本参事。 

○参事兼総務防災課長（岡本重男君） ご質問をいただいておりますものをまとめて

順番に答弁させていただきます。 

 まず，発災時の通信運用計画として，衛星通信も含めてということでございます

が，県庁と勝浦町の双方で衛星通信を用いた通話，ファクス回線が手段としてござい

ます。また，電話回線，ファクス，電子メール，インターネット等によりまして，水

防会議等，テレビ会議で県とそれから県下の市町村が会議を行って対応しておりま

す。通常時は普通の回線でそういうやりとりをやっております。 

 それから，令和２年度，先ほどもおっしゃっていただいたように，衛星携帯電話を

購入しまして，もしも電話が通じなくなったときはその衛星携帯電話が使えるという

ような状況で購入する予定でございます。 

 それから，上り情報ということですが，上り情報ということになると，どうしても

の場合は直接住民の方に役場に言いに来てもらうという非常に原始的な方法にはなる

んですが，最悪はそういう形になる。 

 無線のほうも，当然電気のほうがずっと使えますと消防の無線のほうを使えるとい

うことで，全てが壊れた場合は人間が動いてということになりますが，まず無線が最

後に残るとは思っております。 

 それからあと，携帯電話のほうももし使えればそれが使えるというようなことで，

上り情報は，消防団，防災組織，それから区役員，住民等から災害対策本部のほうへ

生き残ってる通信手段を使いまして入ってくると，その情報を災害対策本部の情報班

が整理，これが間違っていないかどうか分析をして，それぞれの部署に報告とともに

本部長のほうに報告して，どういう対応をしていくというふうに，情報のほうは情報

班でまとめて整理してその後の対策に生かしていくという形をとっております。 

 それから，避難所のＷｉ－Ｆｉでございますが，こちらは小・中学校等体育館を整

備しておりますが，各地区の集会所には整備はしておりません。このことにつきまし

ても，今後検討はしていく必要があるかなと思っております。 

 最後に，防災用ドローンでございますが，これにつきましては隣の那賀町がドロー
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ンをいろんなことに使って利用しております。それから，ほかの自治体でも防災用に

使うということで，できれば今後ドローンのほうを導入できるかどうか，これについ

ても他の自治体を参考に調査研究していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） 今のことについて，副町長か町長，補足することがあった

ら，なかったらええんですけど，ない。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） いろいろ参事のほうから申し上げたとおりでございますが，

例えば各集会所に非常時の通信用の電話ということで回線は用意しております。そう

いったことを集会所を利用するときに，職員間でするときに通じるかどうかというよ

うなテストもやっているというふうに聞いております。 

 また，避難所についてのＷｉ－Ｆｉ，今回予算で上げさせていただいたのは大きな

体育館の避難所ということで整備いたしますが，今後，集会所等については非常用電

源等のことも出てきておりました。そういったことも含めて一体的に研究してまいり

たいというふうに思っております。 

 それから，防災用のドローン，これにつきましては，町内でもこういったドローン

の操作について，特に消防団員等のほうでそういった技術を持っている方もいらっし

ゃると聞いておりますし，できれば職員の中からもそういった人材を養成していきた

いというふうには思っております。また，早目の取り組みとしたいと思っておりま

す。ご理解をよろしくお願いします。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） ありがとうございました。 

 次の質問に行きたいと思います。 

 農業振興といいますか，スマート農業導入支援をという，新しい視点ってこう書い

てますけど，今まで怒ったり何かほんなことばっかりだったんで，提案型というか，

それにトライしてみようということで，スマート農業，こういったものにも目を向け

てみたらどうかというふうなことで書いております。 

 スマート農業というのは，ロボット技術とかＩＣＴを活用して省力化や高品質生産
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を実現する新たな農業ということになっております。具体的な事例なんかもいろいろ

出てきておりまして，全国で一斉に動き出している分野だろうというふうに思ってお

ります。 

 勝浦におきましても，みかんの貯蔵庫の情報，温度とか湿度とかそういうものを集

めたり，それから貯蔵庫のドアの開閉とかというのができないだろうかというニーズ

調査みたいなことも我々のほうでしてまして，あるいは傾斜の遠隔監視って書いてま

すけど，これはテレビモニターで鳥の様子なんかを見えたらいいなというようなこと

があります。 

 次のページを先に見ていただきたいんですが，ＩｏＴのアイデアコンテストという

ので，これは２月６日に新聞に出ておりました。阿南高専の生徒がつくったものだそ

うですが，こういった情報を集めていくと。 

 それから，これは宣伝ぎみになるんですけど，勝浦テクノクラブというのをつくり

まして，これはみらい創生事業というので採択していただいて今実施してるものなん

ですけれども，スマート農業事始めということで第一歩をしていこうと，マイコン講

習会をやったりしてるんですが，その次にスマート農業のニーズ調査，これを実際に

しております。 

 その中からいろいろ出てきて，これから整理をしていくところなんですが，最初は

勉強会をしておったんですが，ちょうど今９回目のところへ行ってまして，これで何

か技術を適用していくものはないだろうかということで，レヴィタでこの前２時間ほ

ど会合もしまして，いろいろな応用先，非常に変わったものも出てきたんですけれど

も，前で発表してもらいました。３月にも一度，もう一回やろうということで，こう

いったものもまた案内して，興味がある人には見に来てほしいなと思うとんですけれ

ども，もとへ戻ります。 

 そういう中から出てきた意見を集約すると，ＩｏＴ通信網のインフラが欲しいな

と，あれば便利ですねと，こうなってきました。どんなもんかというと，これは商用

で，自分らで構築するっていうんではないんですけれども，大体一緒です。農場とか

ハウスとか貯蔵庫なんかの環境データを集めて家のほうで見るとか，データを蓄積す

るとか，あるいは画像をとってくるとか，あるいはテレコンですね，遠隔の制御とい

うようなこともできればいいなと，窓をあけたり照明をつけたりそういうなことなん
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ですけど，そういうのをやっていこうとすると，ネットワークが要るわけです。こう

いうものに勝浦町はチャレンジしていったらどうかというふうに思ってまして，提案

をしているところです。 

 今までと変わった提案なんですぐにはイメージが湧かないかと思うんですけれど

も，勝浦町は農業分野に対する補助というのは非常に手厚いと思ってます，私は。大

体が農業土木とか，段ボールなんかもそうなんですけど，農業土木に使っている事例

が，資金を，多いんですけど，こういったものにも目を向けて，これからやっていっ

たらどうかと。必要な資金というのは，土木工事なんかに比べると全然安いですか

ら，チャレンジするつもりでやっていったらどうかというふうに思ってます。勝浦テ

クノクラブでも，プロトタイプのようなものを手がけてみたいなと思っております。 

 何か面倒くさい話をしたような感じがするんですけれども，答弁というたら何です

けど，できます。 

 それで，河野課長は，このグループのメンバーなんで答弁しにくいかなという気も

するんですけれども，町長。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） かつうらみらい創生事業を十分に活用していただきまして，

すばらしい研究をされているというふうに思っております。 

 私が職員のときなんですが，今の10番議員さんなりからご提案なりをいただいて，

農作業の省力化ということで，貯蔵庫内での棚上げの機械というようなことで，町内

でそういったことに関係しとう業者さんが多分今回も議員と一緒に入ってるメンバー

にもいらっしゃると思います。そういった方が一生懸命農業のことについても自分の

知識なり経験なりを生かしていろんな省力化についてのことを考えていただけるとい

うようなことであれば，そういったことへの支援というようなものは今後図っていく

っていうのは常に必要でないかと思っておりますので，いろんなまた発明，ご提言，

いいものをつくっていただけたら十分に行政のほうで考えていきたいというふうに思

っております。どうかよろしくお願いします。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） ありがとうございます。また相談していきたいというふうに
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思います。 

 これは何か言うことを忘れとるような気もするけんど，これで置きます。 

 続きまして，地籍調査の件なんですけど，進捗率が去年の７月末で出ておりまし

た。勝浦町は20％ぐらいということで，上勝町のほうがかなり進んでるというような

数値でございます。 

 それから，重点地域としては，大震災の被害が予想されるところに重点的に資金を

回していくというような内容になっております。地籍調査をして済んでたところの復

興がやりやすかったと，こういうことなんですね。 

 それで，昨日８番議員が詳しいことは聞きましたので，一般社団法人の件ですけ

ど，私は１点だけ，お相手の上勝町さんの，歩調を合わせてやっていかないといけな

いんですけれども，どんな様子になっているのかだけお聞かせ願いたいと思います。

課長しか通告書で通告してない。 

○議長（美馬友子君） 河野農業振興課長。 

○農業振興課長（河野稔彦君） 上勝町での状況でございますけれども，結論としま

しては，19日，あすの議会で状況は判断されるというところでございます。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） 結構です。 

 勝浦町のほうも，補正予算で討議までして決めた案件でございます。また，上勝町

から持ちかけられたというか，そういう案件でもございまして，我々としては，上勝

町から来たということを重視して賛成をした議員も多いんじゃないかと思うんで，恐

らく可決されるだろうとは思うんですけれども，気になってましたんで聞いてみまし

た。この件はこれで置きます。 

 地籍調査とはちょっと違う話なんですけれども，違うようで違ってないという，森

林経営管理法というのが出てきまして，これは何で今取り上げるかっていうと，私は

５年間地籍調査にかかわってるわけです。坂本地区の推進委員会の会長ということに

なっとんですね。それで，最近ずっと山へ入ってます。そうしたら，山林が放置され

て管理されていないという，そういう現実があるわけです。ほとんどの人が自分の山

がどこにあるか知らない。 

 それで，去年，地籍調査を始めるに当たっては地権者に集まっていただいて，70人
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ぐらい来るわけですよ。地区の総会でも30人ぐらいしか来んのに，地籍調査の最初の

説明会というとそのくらい来るんです。わっとなって，そこで説明をして，それから

具体的な相談というか，それを決めるんですけど，実は去年は説明会ができなかっ

た。とても無理なんです。それは何でかったら，さっき言ったように，自分の山がど

こにあるか知らない，そういう人を集めて相談にも何もならんから，これはもうやめ

んかということでやめた。山の上のほうだったからそういうことになったんですけ

ど。植林をされている山林も放置されてるという現実なんですね。だから，もちろん

枝打ちとかほんなんもしてないし，それが道の横でもほんなんがあるんですね。林道

のすぐ横で，これやったら切り出せるだろうというようなところでもそんなふうにな

ってます。 

 それで，お聞きしたいのは，森林経営管理法というのは簡単にどういうもので，ど

ういうものかは大体インターネットを見れば出てきます。それで，勝浦町としては，

これをどのように活用していこうとしているのか。これは市町村が介在してやる事業

になってますから，何か方針があればということで，答弁を願います。 

○議長（美馬友子君） 河野農業振興課長。 

○農業振興課長（河野稔彦君） 森林管理制度の本町での活用ということでございま

すけれども，この制度によりまして，森林管理，経営管理が行われておりません森林

の所有者を調べて，またその方々へ今後の森林管理をどのようにしていくかという意

向調査を行ってまいります。その意向調査の結果を踏まえて，森林の適切な運営管

理，この方針を決定してまいります。このことによりまして，放置されていた人工林

の木材生産が実施され，地域経済の活性化につながる，それから山の手入れ不足が解

消され，災害防止それから地域住民の安全・安心につながっていくというところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） 要は，まだ特にどうしようかっちゅうのは決まってないちゅ

うことやね。 

○議長（美馬友子君） 農業振興課長。 

○農業振興課長（河野稔彦君） 本町以外に３市２町で合同で取り組んでいくんです



- 274 - 

けれども，まずは所有者の意向調査，これを踏まえてから今後どのようにてこ入れを

していくかという形になってこようかと思っております。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） この前，改善センターで説明会があって，多くの人が集まっ

てるのに私はびっくりした。河野課長が前で説明をされてましたけど，関心があるん

だなというふうには思いましたので，ぜひ有効に使っていただきたいというふうに思

います。失礼しました。 

 次の質問に入りたいと思います。 

 これは前から広域農道の保守っちゅうことを私は言ってきたわけです。それは広域

農道が長年にわたって建設中ということなんですね。供用していないわけですよ，ま

だ。そうするとどういうことになるかっていうと，建設予算はつくけれども，保守の

予算はつかんのです。だから，溝が詰まったり，草が生い茂ったり，車が通ってない

わけですから，そういう所が多いわけですから，つくってそのままになってるという

ことで，保守をしてほしいという声があるわけです。 

 ところが，町道にもなっとらんし，建設中だから，何回も言いますけど，保守予算

がないということで。ところが，70％以上できているわけですから，かなり長いとこ

ろが溝が埋まったりしてるわけ。それで，被害が出てますという訴えがあるわけです

ね。 

 これは前回だったか，忘れましたけど，質問をしました。それで，議会だよりに書

かせてもらったんですけど，もう一回私の趣旨を言うと，広域農道の保守ができてい

ないと，側溝が詰まっており二次災害の危険があると，現実にこれは出てるんです。

それで，そのときに建設課長より，県に保守を要望しますと，また完成区間で両端が

町道に接続している場所は，町道のような形で使えるという判断なんでしょう，町道

認定も考えていきたいと，こういうようなことだったかと思います。 

 それで，例えば私に何とかしてほしいって言ってきた区間っていうと，これは坂本

の日浦山地区なんですが，側道が本当はこれより全然長いんですが，下り坂になって

いるところがこのくらいある。これで大体500メーターくらいあるんです。その間に

林の中を通ったりなんかしてますから，落ち葉もようけあるしということで，この丸

印があるところ，このあたりで詰まったりして，溝が溝の機能を果たしていないわけ
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です。だから，この丸印の後ろのほうは草が生えとったりなんかしてます。水が坂本

川まで届かにゃいかんのですけど，どうも届いてないと。途中で落ちるわけです。路

面の水を排水しようということですが，実際は路面以外に上からも落ちてきてます。

雨が降ったらすぐに出る水です，それは。なので，下の，矢印をしましたけど，こう

いう家から具体的に何とかしてほしいという要望があるわけです。 

 これは建設課にも見ていただいて，熱心に来ていただいてるというふうには思って

ます。現地の方も同行したりするときもあって，全然やってないというつもりはない

んですけれども。 

 ここともう一つ，これは150メーターくらいのもんなんですけども，完全に溝は詰

まってまして，草が生えてます。なので，水は路面をそのまま通っていって，下の家

からクレームがあったという話で。この場合は，私は直接まだ当たってないんですけ

ど，人づてでクレームが来てます。こういう状態であります。 

 長なりましたけど，県側の対応と，それから町道認定を検討している区間，この前

の答弁に対して現状どうなっているか，お答えをお願いしたいと思います。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 現状ということで，質問をいただいた後，現地のほうを

私のほうも確認をしに行っております。現状，道路勾配がほぼ水平に近いところって

いうところで落ち葉なりが堆積しておるというような状況でした。勾配が上りから下

りぎみに変わるとか，下りから上りに変わるといったような感じのところで特にたま

りやすいといったような状況でございました。 

 町の対応としても，さかもとマラソンとかイベント時の実施に合わせまして現場の

町道とあわせた保守とか清掃とかも実施しておりましたが，十分な維持管理ができて

ないっていったような状況でございます。 

 県側の対応につきましては，台風後でございますが，現地見回りを実施して，側溝

の詰まりの改善のほか，落石，倒木などの除去を実施しておるというふうに伺ってお

りますけれども，十分な状況ではないといったことが現状ではなかろうかというふう

に考えております。 

 それから，町道の認定について検討ということでございますが，現在，東部広域農

道の舗装が完了しておる区間であって，また両端が町道と接続している場合等につい
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て，特に周辺民家で維持管理が必要な区間については，県担当者とも協議をもう開始

をいたしております。具体的にはですけれども，東部広域農道整備促進期成同盟会の

総会時に役員さんとも区間譲渡に向けて協議ができるように進めてまいりたいという

ふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） 引き続き対応をお願いしたいと思います。具体的に解決をし

ていってほしいというふうに思ってます。 

 今，家の話をしましたけど，畑とかそういうところもぼこぼこになっとんですね。

耕作放棄してるようなところもあるんで余り言えんのですけど，踏み入れたら足がぼ

そっと落ちるような，ほんな状況が出ております。よろしくお願いします。 

 １時間たったんでぼちぼちやめようかと思うんですが，空き家の状態ということで

す。 

 私は，空家等対策協議会の委員をしておりまして，いろんな情報を得ております。

その中で，空き家の実態はどうなのかっていうことでまず第一に，簡単に報告を願い

たいんですが。 

 これは空家等実態調査についてということで，協議会の中で出された空き家の状態

が地区別に入っとんです。それで見ましたら，坂本が一番右側ですね。非常に多いん

です。人口でいうと，大体，坂本の人口と中角の人口はほぼ一緒です。400ちょっと

ですかね。これで見ると，中角は15件ぐらいで，坂本は60件を超してるということ

で，４倍ぐらいになってます。人口当たりの空き家でいうと黒岩のほうがちょっと多

いんですけれども，かなり偏在してるというか，そういう状態になってると思うんで

すが。 

 私が特に聞きたいのは，空き家に興味を持ったっていうか，近隣の住民から言って

きたのは，危険空き家の対策なんです。今でいうと特定空き家っていうんですかね。

何とかしてほしいという訴えを３件，私は受けとんです，実は。前を通るんが恐ろし

いとか，それから隣の家が倒れ込んでくるんじゃないかと思って心配だとか，そうい

う話なんですよ。 

 これはきょうの新聞ですね，出てたんですけど，鳴門が徳島県の中では先行してま
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して，対応が，ここは既に代執行をやったということなんです。円満解決が一番なん

ですけども，しょうがないときは代執行までいかなしょうがないと思ってます。この

くらいの処置を早くとってほしいと思うんですけれども，建設課長，空き家の現状は

時間の関係でいいですわ，危険空き家への対策，これのほうを先に聞かせてくださ

い。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 空き家対策ということでございます。 

 まず，調査をした中でですけれども，特に周辺への影響を及ぼす危険な空き家とい

うことが37件というところで調査結果としては出ておるという中で，結果が出た37件

について，空き家対策計画に基づきまして，まずは所有者の特定をいたします。特定

ができれば，所有者に主体的に問題解決されるよう，所有者の責務も含めて，補助制

度もあわせて説明するなど助言，指導を進めていきたいというふうに考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） 所有権ちゅうのは非常に強い権利で，及び腰になるのはわか

るんですけれども，そういうことを言よったら間に合わんようになるような，37件を

一緒に扱うんじゃなしに，その中でもいろいろ優先順位をつけて早くやってほしいち

ゅうことなんですね。 

 道に倒れ込んできそうなものもあるし，私は，町道改修やなんかのときでも常にほ

の写真をつけて，町道改修に関係ないんだけど，坂本のほうはやってきてますんで

ね。 

 きょうの新聞の記事でも絵が描いてあるでしょ。行政代執行まで行ってます。ここ

まで行こうと思うたら何年もかかる。早く取りかかって，鳴門のような形に持ってい

ってほしいと，そういうふうに思ってる人は勝浦町に何カ所もあると思いますんで，

よろしくお願いしたいと思います。 

 ついでなんですけど，空き家対策ということの中に，勝浦町ではまだ取り組んでな

いと思うんですけれども，住みかえ支援事業というのを東みよし町でやってまして，

これは今やってる空き家利用とはちょっとニュアンスが違うと思うんです。この一番
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下，ポツンと一軒家というやつでテレビ番組がありますけど，大体あれを見てたら麓

に住む家があって，趣味か何かで上へ上がっていって，ほんでおもしろいねというよ

うな話が多いんですよ。だけど，私が言ってるのは，本当に一軒家があって，それで

本当は遠いところに住んでいる親族なんかも早く下へおりてきてもらったらいいのに

と，ご本人もそのほうがいいなと。ご本人がどうしてもそこで頑張るったら，それは

日本国憲法で住所の選択の自由はあるわけですけれども，できたら下へおりたいなと

いうような家族があったら，それを支援するような事業はできないかっちゅう話なん

です。 

 福祉面でも考えていかんといかんのじゃないかと。限界集落というか，その家がい

なくなったら，そのあたりが完全に地域として消滅してしまうというような寂しい面

はあるんですけれども，そうは言っとれんと思うんですよね。 

 そういうことを事業として，ほなに多くはないと思うんですよ，これは。坂本で１

つの家族が２回住みかえをやったっちゅう事例がある。上のほうから中間ぐらいまで

おりてきて，もう一回下へおりたと，１つの家族がね。そういうふうに自分でしてる

ところはあります。親戚の家へ行く，その次は違う親しい人のところってありますの

で，こういったことも考えてみたらどうかというふうに思うんですけれども，これは

答弁できますかね。 

する人がおらん。町長，ほんな済いません。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 過疎のほうでは集落移転という事業があります。集落全体

が，山の上にある集落が，行政がいろんなサービスの提供をしやすい場所に移転して

きていただくというような制度というふうに思います。そういった制度の活用なら何

とか今の国あるいは県等の制度に乗っていくかなというふうにも思いますし，そのた

めの財源等もあると思うんです。 

 ただ，ポツンと一軒家ではないんですが，１軒だけをというようなところまでは制

度化に及んでいないんじゃなかろうかと思うんですが，今後そういったところは十分

に出てくるかと思うんで，研究していく必要はあろうかと思います。 

 ただ，例えば勝浦町内で立川地区というような，ポツンと一軒家に近いような状況

の地区の住民の方のご意向等を聞きましても，住みなれた場所におりたいというよう
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な意向が今までは強かったんじゃなかろうかというふうに思います。ただ，全部が全

部というわけじゃない，詳しくそのあたりも調査する必要もあろうかと思いますの

で，今後そういったことに向けての研究をしていきたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） よろしくお願いします。 

 最後の質問，15分で終わりたいと思います。平石山鉱山問題です。 

 いろいろこれは議会のほうでも議論をしてきた問題ですけれども，二，三，問題を

絞って検討してみたいと思うので，ご所見を聞きたいというところでございます。 

 １つは，この前，議会で経産省の方を呼んで勉強会をしました。そのときに，コン

サルですね，この計画を立てたところだろうと思うんですけれども，そこの技術者が

ひっついてきまして，それでいろいろ説明をしてくれた。土の質が重要だとか，いろ

んなことを言ってました。それが帰り際に，ここは地すべりが起こっても大丈夫です

よっていうことを，言い方は正確でないかもわからんけど，そういうことを言って帰

ったんです。それは議員みんな聞いとると思うんですが。 

 大丈夫とはどういうことかということを僕は考えてみた。今あの絵に出とうと思う

んですが，全部滑るというんではなくて，一部が滑ったという場合。大丈夫っていう

のは，その土が勝浦川へ流れ込まんですよ，大丈夫ですよというふうに聞こえた。私

の考えでは，そんなんでは不十分だと。その滑った土をもとのところに戻して復元し

てこそ初めて大丈夫と言えるだろうと，こういうふうに私は思うんで。 

 その土をもとに戻す作業というのは，考えてみたらかなり困難を伴います。例え

ば，今，矢印があるところの土が滑ったとする。そうすると，土を集めてきて締め固

めをしながら下から下から積んでいく必要がある。そのときに，この下で積んでると

きに，この上の土が落ちてくる可能性があります。ここで描いた絵は小さいですけ

ど，これは何メーターもありますからね，高さが，生き埋めになる可能性がある。そ

うすると，上のほうを先にとっておいて，だんだんだんだんと下から行かないかん。

石垣を下から積んでいくっていうのは普通ですからね。上から石垣を積むわけにいか

ん。土の管理をしながらこういうものを積んでいくっていうことは大変な作業だろう

と私は思っとるわけ。 
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 そこで，ここですね，もしお答えができるようであれば，もとの形に復元する必要

があるだろうと。滑って川まで到達しなかったからよかったねっちゅう話ではない。

どのように作業になるのか，これは建設課長，答えができればですよ，答弁願いま

す。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） まず最初に，国の説明の中でなんですけれども，タブレ

ットに表示されておるこの盛り土計画ですけれども，盛り土面に対しての安定計算は

できておるというふうに国からは聞いております。それから，この盛り土面に対する

地震時の検討もできておるということで，基本的には決められた条件に対しての計算

っていうんはできとって，安全になっとるというようなところが国の回答でございま

す。 

 ただ，十分な盛り土の設計ができておるといったところが仮に崩れた場合の復旧方

法ということで，国にこれについてはまたお伺いをしてみました。このところにつき

ましては，仮に崩壊が起きたというような仮定での話ということでございますけれど

も，二次災害っていうような危険がなければ補修工事等，事業者に対して必要な措置

を講ずるという話でございました。 

 ここから先の話としては，具体的にどういうふうな復旧をするのかということです

けれども，一般的な話として，これは説明をいたしますけれども，のり面の切り直し

なり，のり面保護なり，原因によりましては排水施設の改良なり，またのりじりへの

構造物の設置等が考えられるのではないかというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） 大したことはないっちゅうことですか。ほうではないでしょ

う。単に土をそこへ戻しゃええというような工事ではないと私は見てるわけ。この上

部の土を取り除いてやらないと危ないんじゃないかと思ってるわけですよ。 

 そういうことを言われたんやね，さっき。 

○議長（美馬友子君） はい。 

○４番（仙才 守君） のり面の保護とか。はいはい。 

○議長（美馬友子君） の切り直し。 
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○４番（仙才 守君） 切り直しね，はいはい。わかりました。 

 次のテーマへ行きたいと思いますけれども，地震発生時の落石の可能性について検

討してみたいと思うんです。 

 今，徳島県は，南海トラフ巨大地震ちゅうのに対していろいろ対策を立てておりま

す。国土強靱化とかというようなことでやっておるわけです。震度６が来るかもわか

らんという話になっとると思うんです。そのときに，ここの残壁というのは，これは

私の考えですよ，かなり危ないんではないかと，岩が下へ落ちるおそれがあるんじゃ

ないかと思うんです。 

 例えばこれは私が撮った写真ですけれども，向こう側は，これは加藤鉱山です，こ

の辺に割れ目がいっぱい出てるし，よく見たらここも何か裂けてるんじゃないかと思

うんです。これをずっと拡大すると，下のほうまで割れていってます。こういうとこ

ろに南海トラフ巨大地震が来たときに，これは誰も落ちますとは言えんと思うんだけ

ど，落ちないとも言えんだろうと。 

 そこで，最初に戻ります。 

 この高さが127メートルある。127とは言わない，100メーター落ちたとしても，先

ほどの岩の塊が落ちていったら，ここの盛り土に当たる可能性っていうのは非常に高

いというか，ほとんど，100％近く盛り土に当たるでしょう。そのときに，その盛り

土はですよ，滑らないのか，あるいは盛り土そのものに大きな穴があいたりせんの

か，あるいはその盛り土の下にある暗渠，いわゆる排水設備に損傷は与えんのか，私

は，全部それは正解，大きい岩が落ちたらそうなる可能性は非常に強いと思うんで

す。 

 先ほど３番議員が，県に出す意見書，これは県が意見書を求めてきますから，その

中にそういうことを書かんといかんのじゃないかと思っとるわけです。もしも盛り土

の部分に石がどんどん落ちていってぐじゃぐじゃになったら，雨も降るだろうし，そ

れは簡単に予見ができると私は思ってます。南海トラフの巨大地震に備えようという

のが県の方向でしょ。その強靱化に沿ってないような工事を，いや，これは私の意見

ですよ，皆さんどう思うかわかりませんけれども，ほんなもんを認めてええんかっち

ゅうのが私の問いたいところです，きょう。ぜひ県に出す意見書にはこのことを入れ

てほしいと。 
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 そして，間に合わんとは思うけれども，条例を制定して，こういったことが簡単に

起こらんように備えていく必要があるんじゃないか。 

 １週間ぐらい前にテレビ番組で，これはドキュメンタリーでザ・フォーカスっちゅ

うんがあった。土が来るっちゅうんですよ，題名が。ほの土というのは何かっちゅう

たら，建設残土。ここの状態とは全く違うんですけど，三重県の話でね，それはもう

違う話ですよ。関東地方から土が来るとかというんですけど，現地の三重県のある町

の，ある町って紀北町っちゅうんですよ，そこが大変困るということで，町議会で条

例をつくってわっさわっさやってました。そういう番組がありました。これ自身には

間に合わんとは思いますけど，そういう対策さえしていかにゃいかんだろうと。 

 私は，残土処理場に反対するわけではありません。勝浦町にもそういうのがあって

もええと思いますけれども，ここはまずいということを言よんで。上の127メータ

ー，あるいは100メーター上に今にも落ちそうな石がある限りは下に置いたらいかん

と。どっちを先にやるべきかったら，上を先にやらないかんだろうということを言っ

てるわけ。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） はい。 

○議長（美馬友子君） 質問の途中ですけど，最後の項目が来てるようで……。 

○４番（仙才 守君） これが最後やけんな。 

○議長（美馬友子君） 正午が来てもこのまま続行していきたいと思います。ご協力

を皆さんよろしくお願いしたいと思います。 

○４番（仙才 守君） あと１分か２分で……。 

○議長（美馬友子君） 途中で済んません。 

○４番（仙才 守君） はい。 

 と思ってます。考えを全部言えたかどうか不安があるんですけれども，この件につ

いては最後，町長に答弁をお願いしたいと思います。論点をもう一回整理したほうが

いいですか，大丈夫。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 議員の質問で私の意見というところは，要は今度間もなく期

限が来る県への意見書の中で外部要因による盛り土の崩壊，こういったものに心配は
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ないか，もし心配なら意見書の中にというようなことでございます。 

 私も，盛り土計画自体について地震対応はできているというふうに国のほうからも

説明を受けて，担当の者からも聞いております。ただ，議員おっしゃるように，上部

のほうでその原因による崩落はないのかといえば，大変心配なところはあると思って

おります。 

 そういったことで，もしそういったことを意見書の中に盛り込めるような書きよう

ができるのであれば，そういったこともあわせて意見書の中に盛り込んでいきたいと

いうふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 仙才議員。 

○４番（仙才 守君） ありがとうございます。 

 時間も参りましたので，私の質問は以上といたします。どうもご清聴ありがとうご

ざいました。 

○議長（美馬友子君） 以上で４番仙才守議員の一般質問は終了いたしました。 

 議事の都合により，休憩といたします。 

            午後０時02分 休憩 

            午後１時25分 再開 

○議長（美馬友子君） それでは，休憩前に引き続いて会議を開きます。 

 先ほどの一般質問の資料で，瀬戸議員より個人情報の部分を訂正したいとの申し入

れがありましたので，訂正させていただきます。 

 それでは，６番麻植秀樹議員の一般質問を許可いたします。 

 麻植議員。 

○６番（麻植秀樹君） ただいま議長の許可をいただきましたので，６番議員，一般

質問に入りたいと思います。 

 まず１番目は，県道徳島上那賀線の生比奈小学校から東側の歩道の工事のことでご

ざいます。最初のうちは，目に見えて工事は進んでいたかと思います。しかし，いろ

いろ何か原因があるのではないかと思いますが，最近は余り工事が進んでいないので

はないかなと感じております。このような歩道といいますのは，小学生の通学，また

シニアカーが通れる歩道ということで，町民の安心・安全ということで今工事をして
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いただいているところではありますが，先ほども申しましたとおり，最近ちょっと進

んでいないのではないかなと感じております。 

 そこで，長々と能書きは申しませんので，理事者の方はわかりやすく簡潔に答弁を

お願いしたいと思います。初めに，毎度毎度私は一般質問をさせてもらっておるんで

すけども，いつも毎度毎度要望はしているということでありますが，県に対してはど

のように要望をしているかお聞きします，建設課長。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 県道徳島上那賀線についてのご質問でございます。 

 県への要望につきましては，昨年の10月７日，東部県土整備局を訪問いたしまし

て，町長，政策監，建設課員のほか，県議会議員にも同席をいただき，上那賀線中角

工区についても早期完成を要望いたしております。なお，そのときの県側につきまし

ては，局長，副局長，次長に対応をいただきました。用地買収ができれば，暫定的に

拡幅を進めていくという返答であったと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 麻植議員。 

○６番（麻植秀樹君） 用地が確保でき次第にやっていくということですけども，こ

れに対しては町は全然全くかかわりはないんでしょうか，課長。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 用地の話でございますけれども，基本的には県のほうで

用地交渉を進めていただいておりまして，町への協力要請があったときには，町も一

緒に協力をしておるといったところでございます。 

○議長（美馬友子君） 麻植議員。 

○６番（麻植秀樹君） この歩道は，町もしておかなければならないということで進

んでいると思います。いち早く県に対しても情報を求めて，役所としても一日でも早

うできるように県に対して，県から言うてきたらやるというんでなしに，関係者は皆

協力する気満々なんですよ。待つんでなしにこちらからも出ていって，これだけやっ

じょんやちゅう姿勢も見せて進んでいってもらいたいと思います。これで答弁ちゅう

てもなかなか，はい，わかりましたとは言いづらいところもあるかと思いますので，

これはまた個別に聞きたいと思います。 
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 それから，本題といいますか，話ができたところから進めていくということで，２

年度はどのように県のほうから聞いておりますか。２年度の工事。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 令和２年度につきましては，用地買収や物件補償が中心

になるということで，工事の箇所についてはまだ確定をしていないというふうに伺っ

ております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 麻植議員。 

○６番（麻植秀樹君） そうなりますと，私の３番，４番，５番という質問が全く見

えてはこないのですが，場所と距離と予算というのはわかりますか。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 場所につきましては，生比奈小学校南側周辺から交渉を

進めるというふうに伺っております。なお，距離についてはまだ確定していないとい

うことでございます。 

○議長（美馬友子君） 予算。 

○建設課長（海川好史君） 予算についてでございますが，予算については令和２年

度の当初予算ということで，勝浦町では中角工区，星谷工区と沼江がそれぞれ県土の

工事を行っておるというところでございまして，県から合計予算といたしまして前年

並みを確保しているというふうに伺っております。なお，前年予算，令和元年度でご

ざいますが約２億8,000万円であったということでございます。 

○議長（美馬友子君） 麻植議員。 

○６番（麻植秀樹君） 場所だけわかれば，ある程度はまた進んでいくのではないか

なと思います。当初予算ですのでまた頑張ってもらって，県にも足しげく通っていた

だいて補正予算をとっていただいてやって，工事の進捗率を上げていただきたいと思

っておりますのでよろしくお願いしたいと思いますが，これに関してはどのような返

答をいただけますか。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 東部県土整備局のほうにつきましては，こちらからも協

力なり相談なりというところでお伺いをしながら，また県からも建設課のほうに出向
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いていただきながら協力しながら事業を進めておるというところで，来年度につきま

しても引き続き協力をしながら，事業を早期に完成させるよう努めてまいりたいと思

っております。 

○議長（美馬友子君） 麻植議員。 

○６番（麻植秀樹君） よろしくお願いをしたいと思います。期待しておりますの

で。 

 ２つ目でございます。 

 町道の認定後の現状ちゅうことで，昔は町道になっておっても砂利道そのまま，土

の道そのままで大丈夫だったということです。最近は，両壁がついて砂利まで敷かな

んだら町道認定にはならんちゅうな規定になっとるんですけども，まず建設課長，今

ここを町道に認定をして後，その町道というのは地域住民，町民に対して安全になっ

たなあ，使い道がようなったなあと考えておりますか。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 今現在の町道につきましては，認定基準に基づいて道路

付近であれば２．５メートル以上，平均勾配であれば15％以内のほか，回転場の規定

があって，車両が安全かつ容易に通行できる道路を認定をしております。舗装とか未

舗装というものは要件，認定基準にはないということでございまして，認定した段階

で車両の通行については基本的には安全に通行できるものという認識でございます。 

○議長（美馬友子君） 麻植議員。 

○６番（麻植秀樹君） 認識しているということで，それではお聞きしますね。 

 過去10年間において町道の認定した件数も，続いて行きます，が１つ。その認定後

に舗装まで完了している件数，それともう一つ行きますね，現在でも10年間たっても

舗装もできていない，砂利道というか，というのは幾らございますか。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 平成21年度から30年度までの間ということで，32件を認

定してございます。そのうち，舗装済み路線については29路線ございます。未舗装路

線につきましては３路線ございますが，そのうち１路線については一部が舗装済みで

ございます。 

 以上でございます。 
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○議長（美馬友子君） 麻植議員。 

○６番（麻植秀樹君） 32件やね。舗装完了が26件。 

○議長（美馬友子君） 29。 

○６番（麻植秀樹君） 29。はい，合いました。 

 ほしたら，この３件というのは，何年度にしたんかわかりますか。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 25年に認定した箇所と，27年，それから30年に認定した

箇所でございます。 

○議長（美馬友子君） 麻植議員。 

○６番（麻植秀樹君） 25年，27年，30年が未舗装ということで，これは検討した結

果の５年，７年，約３年，25，27，30ですね。これは25年，27年，30年，間違いあり

ませんか。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） はい。申し上げた年度に認定をしております。 

○議長（美馬友子君） 麻植議員。 

○６番（麻植秀樹君） ちょっと私の記憶が違っとったらいけないので言いません。 

 それでは，この未舗装の町道は今後いつぐらいに舗装，整備するように考えてます

か，やりますか。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 今，30年度に認定した箇所につきましては，区域決定を

し，供用開始をする予定でございますが，その部分については，地元のほうから町道

の舗装の要望予定であるというふうに聞いております。それから，27年に認定してお

る箇所につきましては一部舗装済みというところで，必要に応じて支障があればその

部分については舗装は検討してまいりたいというふうに考えております。なお，25年

度に認定した箇所については，費用対効果も含めまして考える必要があるのかなと思

っております。なお，そこらは地元からの要望も考えながら，町としては不特定多数

の車両が通行し，通行量が多い場合については率先して舗装工事も改良工事も実施し

ていかなければならないというふうに考えておりますけれども，周辺民家がなく，農

林業の振興のための町道である場合であれば，特定の者のみが利用し，通行量が少な
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い場合等については材料代等を支給して，コンクリート打設等を受益者にお願いする

場合もございます。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 麻植議員。 

○６番（麻植秀樹君） 今，課長の答弁やけど，まずは地区の住民からの要望等があ

ればやると。また，地区も大体わかるんですけども，山林，山ですね，ここはそれで

はこういうふうに決めてしまうのは，この中に書いてませんが，優劣をつけるという

のはおかしいと思うんやけどね。何のために町道にしたんですか。要望があったから

議会も見に行ってしたんでしょう。するんであれば，全て完全にしていただきたい。

優劣はつけることがおかしい。今後どう整備するかということで，あと３つしか残っ

てないんですよ，３カ所しか。それも25年のなんですよ。今後どう整備していきます

か。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 先ほど申し上げたことの繰り返しにはなるんですけれど

も，町としても費用対効果というところも考えながら，限られた予算の中で舗装工

事，改良工事をするというところも考えながら，地元の要望も考えながら，優先順位

については考えていきたいというふうに思っております。 

○議長（美馬友子君） 麻植議員。 

○６番（麻植秀樹君） もう一つだけ。 

 地元の要望も聞きながら優先順位をつけてしていくちゅうのはおかしいでしょう。

予算をつけないかんでしょう。要らんところで減額補正したりしとるところがあるん

じゃけども，要るところにつけたらええんでしょう。と思いますわ。言うたってあれ

でしょうけども，とにかく早くやっていただきたい，早く整備をしていただきたい。

町長に通告を出してませんので町長には聞きませんが，また町長には後で聞きたいと

思います。 

 次に，これももともと周辺というたらおかしいんですけど，住民の方，また保護者

の方から，とにかく子供が暗いときに帰ってくるのは危ないんじゃということで，何

年か前からずっとお願いしよった金毘羅堤防に防犯灯ちゅうことを設置をしていただ

きたいと保護者の方からも住民の方からも切望されておった案件でございます。 



- 289 - 

 そこで，参事にお聞きします。 

 まず，３つですので短いですので一気に答えて，一続きに聞きますので，もともと

令和元年度中に設置を完了するということでありましたが，まだ明かりがともってお

りません。というても夏になって，冬やったら夕方５時ぐらい，４時半，５時になっ

たら暗うて，生徒もかわいそうやったんですけどね。そのときにつけていただきたか

ったんですけども，今年度中に設置が完了ちゅうことだったんですけども，まだつい

ておりません。この件について，工事はいつごろするんか。いつごろ始めて，いつご

ろに電気がつくんかということで，ここで答弁をお願いします。 

○議長（美馬友子君） 岡本参事。 

○参事兼総務防災課長（岡本重男君） 金毘羅堤防につけます防犯灯のことでござい

ますが，ガードパイプに取りつける形の防犯灯の製品を選定することに時間がかかり

まして，設置が遅くなりました。もっと早くつけたかったのですが，製品選定に時間

がかかりました。それで，今年度中には設置完了ができると考えております。工事開

始は，現在業者へ発注して，防犯灯の機材が届き次第設置しますので，今週に製品が

届いて着工する予定でございます。いつ完了するかということは，材料が届きますと

１日，２日で設置ができると思いますので，今年度中には完了するということでご報

告させていただきます。 

○議長（美馬友子君） 麻植議員。 

○６番（麻植秀樹君） いろいろと堤防自体は県の河川の施設でありますので，なか

なか難しい面もあったのかとは思います。それでも，つきましたらまた保護者の方

も，たちまちこの冬からなるかもわかりませんが，子供さんも安全・安心できて喜ぶ

と思いますのでね。それに関しては，それが朝夕の健康ウォークしよる人も喜んでく

れると思います。もうちょっと早くしてくれたらありがたかったなあという気持ちも

ありますが，この件に関してはありがたいなと思っております。 

 次に参ります。 

 ４番目の質問については，いろいろ内部の面もありますので，余りがちゃがちゃと

は言いたくはないのですが，町民の方も一部の方ですけども，疑問に思ってる，不思

議がってるという方がおいでまして，どんなんでということでございました。４番目

は，今休職されておる職員の方がおいでになります。そこで，がたがたと，長々とは
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言いませんので，４項目だけ。 

 現在の人数と，その方たちに対してはどのように対応されているか。どのように意

思疎通をとっておられるか。３つ目に，休職中の給与等はどのようになっているか

と。この３つだけお願いします。参事，お願いします。 

○議長（美馬友子君） 岡本参事。 

○参事兼総務防災課長（岡本重男君） 今，現在職員３名が休職をしております。ど

のように応対しているかということですが，求職中の職員が所属している課長が，職

員と電話，あるいは面談等により体調などを聞いております。また，仕事の復帰につ

いて聞いて，相談を受けております。大体，月に１回から２回のペースで職員とそう

いう連絡をしております。 

 休職中の職員の給与でございますが，休職になると８割の給与計算となります。休

職して１年を経過しますと，無給となります。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 麻植議員。 

○６番（麻植秀樹君） 一部の町民の方からは，どんなんでということで，わからん

けん聞いてあげるけんな，後で聞いてよということでしとんですけども，誤解してい

る方がたくさんちゅうか，私に聞いてくる方々もですけども，誤解されている方も多

いかなと，給与ですね，思います。 

 そこで，休まれている方もおるんですけども，このままでええんかいなと。何かし

らのサポートもしてあげなんだら，まして役場の職員も少のうて，少ない人員でみん

な一生懸命頑張ってくれよんやけんど，休まれとる人のケアといいますか，このまま

でええんかいなと思うんですけども，どのように考えておられるんですか。 

○議長（美馬友子君） 岡本参事。 

○参事兼総務防災課長（岡本重男君） 休職している職員が復職できるように，本人

の相談を受けて，必要な場合は医師とも協議をするようにしていきたいと考えており

ます。また，休職している職員へのサポートはもちろんでございますが，職場のほか

の職員も休職にならないようにするための相談のしやすい職場づくり，健康相談，メ

ンタルサポート支援などのメンタルヘルスケア活動を行っていきたいと考えておりま

す。 
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○議長（美馬友子君） 麻植議員。 

○６番（麻植秀樹君） 本当に，現職で仕事をされてる方もいろいろとまた悩みもあ

るだろうし，する方もおいでると思いますので，メンタル的なサポートもまたしてい

ってあげてほしいなと。そうせんと，上司に言うんもなかなかうまいこといかんやろ

うし，そこのところは町長を初め理事者の方にお願いしまして，６番議員，一般質問

を終わりたいと思います。 

○議長（美馬友子君） 以上で６番麻植秀樹議員の一般質問は終了いたしました。 

 議事の都合により，休憩といたします。 

            午後１時56分 休憩 

            午後２時05分 再開 

○議長（美馬友子君） それでは，休憩前に引き続いて会議を開きます。 

 ７番松田貴志議員の一般質問を許可いたします。 

 松田議員。 

○７番（松田貴志君） 議長の許可をいただきましたので，松田貴志，令和元年度ひ

な会議の一般質問を始めさせていただきます。 

 タブレットのほうに資料のほうを入れてます。同期させてもらってますので，また

勝手に同期を外して，メモとしていただいて結構です。一部，15ページなんですけど

資料のほうが変換するときにずれてしまいまして，ちょっと読めない部分があります

ので，まずご了承いただきたいと思います。 

 それでは，順に質問していきますのでよろしくお願いします。 

 まず，インフラの維持管理と業務継続計画についてでございます。 

 この勝浦町では高齢化が進んで，各種インフラの維持管理が困難になりつつあると

考えております。こういった現状に鑑みて，行政においても地域を巻き込んでしっか

りとした対策を今講じていくべき時期に来ていると私自身は考えております。 

 そこでというか，もう一点なんですけど，今回新型コロナウイルスへの対応という

ことで，これについては業務継続計画の中に今回のコロナウイルス対応がどのような

形でリンクが行われて，どういった経緯を持って対応されてこられたのかというの

を，順を追って質問をしていきたいと思いますので，それぞれのご答弁をよろしくお

願いします。 
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 まずは，インフラの維持管理の部分から質問させていただきます。 

 町有施設の維持管理におきまして，現在住民への負担を強いている，また協力を得

ている箇所はあるでしょうか。これについて，上下水道課長より答弁をお願いしま

す。 

○議長（美馬友子君） 松本上下水道課長。 

○上下水道課長（松本博文君） 上下水道課で所管しております施設のうちで，現在

簡易水道10施設で住民の協力を得て維持管理をお願いしております。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） ここでは，上下水道課のみに絞らせていただいて話を進めて

いくわけでございますが，現在それぞれの用水組合において，どの地域も同じと思い

ますが，やはり高齢化がかなり進んでいる状況だと思います。私の地元棚野久国の水

道組合におきましてもそれについては同じような状況でございまして，私たちの世代

において果たして今の町有施設の水道施設が維持管理できるかという部分においては

私も不安を持ってますし，これからの世代に対しても，どこまでの負担を求めていく

べきなのかという部分においても，整備されるべきなのかなと考えます。質疑につき

まして，現状でそれぞれの住民組織におきまして協力が得られなかったり，また難し

くなるであろう施設もあるのかどうか，この点についてもあわせてお答えいただきた

いと思います。 

○議長（美馬友子君） 松本上下水道課長。 

○上下水道課長（松本博文君） 水道施設の維持管理の一部を水道組合に委託してお

りますが，水道組合役員の後継者不足による高齢化が進んでおります。今後は，全て

の施設において管理業務の委託が難しくなっていると考えております。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） 実際，指定管理という形でそれぞれの組合に出されている現

状で，やっぱりこれからは今町において実施されている完全町営化に向けての道筋が

しっかりと示されることによって，住民への負担感も少しずつは減っていくのかなと

思います。この点について，最後にもう一点水道課長に，完全町営化に向けての今の

進捗状況とかも含めて，将来的にわたっての勝浦町における上下水道のあり方等につ

いて，まとめてお答えをいただきたいと思います。 
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○議長（美馬友子君） 松本上下水道課長。 

○上下水道課長（松本博文君） 水道組合の維持，存続が困難になることが想定され

るため，水道組合には町管理への移行を勧めているところでございます。進捗状況に

つきましては，令和２年度から中山横瀬給水組合が町営化されます。また，中角地区

につきましても町営化に移行する予定といたしております。これまでにも，施設統合

などを行いながら，町営化に向けて推進をしているところでございます。将来に向け

ましても，老朽化した施設の更新等を行いながら，随時水道組合と協議を重ねまし

て，町営化に向けて取り組んでいく所存でおります。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） いろいろと苦労なさって，協議も重ねながら進んでいる状況

は把握もしておりますし，引き続き上下水道の中の簡易水道について完全町営化とな

るよう，一日でも早くそういった体制になれるよう今後とも引き続き努力してほしい

と思います。 

 続きまして，住民組織で現在管理運営している施設の把握はできているでしょう

か。この点について建設課も入ってますが，事前の調整で上下水道課と農業振興課長

のみの答弁とさせていただきますので，よろしくお願いします。 

○議長（美馬友子君） 河野農業振興課長。 

○農業振興課長（河野稔彦君） 農業分野におきましては，主に水田活用の水路，そ

れから農道等になるかと思います。これらの維持管理の整備につきましては，今住民

組織として大井堰地域資源保全会，それから山西，掛谷，今山，中角地区にも同様の

多面的事業を行っている保全組織と，全域を対象とします勝浦町多面的推進協議会を

設置をしております。 

 以上，把握しております。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） 申しわけございません。この点については，農業振興課のみ

でした。 

 私が特に感じていますのは，自分で今生活排水を流している古用水があります。そ

れは大井堰，町内でも一番大きい用水組合の中の古用水に流させてもらってますけ

ど，農業水利施設においては，非農業者の方の加入の割合が以前にも増してふえてき
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ていて，その組合自体が運営していく部分がとても困難になっているのではないのか

なと感じております。この点について，先ほども課長より説明はありましたが，さま

ざまな事業において，ちょっとでも用水組合の管理運営が維持されるように協力もさ

れていることとは思いますが，しかしながら目の前に迫った高齢化による部分，また

生活様式の変化による部分，産業構造の変化による部分において，それぞれの農業水

利施設の維持管理が難しくなってきていると私は思います。この点について，維持管

理を継続的に将来的にも進めていくために，行政として今後どのように関与をしてい

くべきと考えておられるのか，農業振興課長にお聞きします。 

○議長（美馬友子君） 河野農業振興課長。 

○農業振興課長（河野稔彦君） 直接お答えする前に，先ほど申しました上記の多面

的な組織でございますけれども，これらの組織は国，県，町から多面的機能支払交付

金の補助を受けて，水路の草刈り，それから泥上げなどの維持管理，それから施設の

長寿命化のための修繕工事や簡易な補修を行っていただいております。今，議員がお

っしゃられましたその維持管理が難しくなった場合でございますけれども，こういっ

た状況になった場合には，この組織の見直しといいますか，組織の統合，それから合

併などの再編によりまして維持継続できるような方法をとらなければならないのかな

と考えております。また，水路といいますか汚染部分になるんですけれども，そうい

った管理につきましては，災害等による大きな規模の災害は除きまして，基本的には

住民あるいは住民組織によって維持管理に努めていただくわけなんですけれども，そ

れが難しくなった場合には，その対策として何らか行政として助言，指導を行ってい

かなければならないのかなと，こういうふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） ありがとうございます。 

 今すぐにという問題でないにしろ，目の前に迫っているこういった困難な状況につ

いては，前もって行政としては備えておく必要があるのかなと思っております。ここ

の部分で，先ほど説明がありましたように，町営水道課の推進とか，またそれぞれ各

種産業の育成の中において，田畑がしっかりと適正に利用されて，それが農業として

これからも継続して経営できるような，そういった支援体制，またさらには現状非農
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業者としてこういった農業水利施設を利用している方に対しての啓発活動等も必要に

なってくるのかなと思います。ただ，生活している中で排水を流させてもらってます

けど，常日ごろ余りかかわりのない用水なんですけど，やはりなくてはならない施設

なんだという部分において，何かしらのそういった方々へのアプローチも今後してい

く必要があるのかなと私自身考えてます。 

 最後，まとめといたしまして副町長にお聞きいたしますが，こういった部分を総合

的に踏まえまして，さまざまなインフラの維持管理計画の範囲の拡大等を含めた見直

しについて，今後の町の取り組みをどうしていくべきか，どう考えているのかという

部分についてのお考えをお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（美馬友子君） 山田副町長。 

○副町長（山田 徹君） 将来を見据えたさまざまなインフラの維持管理等について

の大きな考え方というふうなことであろうかと思います。 

 議員がご質問された今までの前段のところから考えていくと，水道につきまして

は，町の方針といたしましては完全町営化を目指していくというふうなことで，予算

も含めて議会の皆様にもご理解をいただいているところではないかと思います。あ

と，それ以外の部分，主に農業関係のものが多いのかなというふうな感じはいたしま

す。ただ，今おっしゃられたいろいろな組織等があると思いますけれども，こちらに

つきましては，もともと結成されたいきさつ，あるいはそれまでの結成の目的，そこ

らが本来あってつくられたものであろうと考えております。ただ，何年もたって，何

年というよりも何十年も経過をして，そこらが微妙に変わってきたというふうなとこ

ろは現実にあろうかと思います。ただ，こちらのほうにつきましては，つくられた目

的，あるいはそのときのいきさつ，そちらのほうを踏まえた上で，実際に管理，ある

いは権利をお持ちになっている団体，そちらの方がどう考えていくかというのがまず

第一であろかと思います。先ほど，ちょっと議員のほうからもおっしゃられましたけ

れども，農業用水の確保というふうな目的があったのが，排水を兼ねてなってきてい

るような状況の変化というのは当然あると思います。ただ，そちらにつきましては，

今現在も農業用水を管理されている団体が臨機な対応を行った結果，こういうふうな

ことになっているんであろうなというふうなところもございます。 

 いずれにいたしましても，その管理されている団体の意思をある程度聞くなり見き
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わめるなりしながら，目的はあえて必要があるのかないのか，あるいは違う目的にな

って全町民がかかわっていくような施設として認めていくのかどうか，そういうふう

なところを踏まえた中でなければ，なかなか将来的に画一的にどういたしますという

ことは，なかなか申し上げにくいところであろうかと思います。ただ，少子・高齢化

によりまして，町の人口が減るような推計も出ております。そういうふうなことから

考えますと，それぞれの団体のご意見をとりあえずは把握していく中で，基本的には

つくられた目的なりいきさつがありますので，水道組合でもいろいろないきさつがあ

ったと思います。そこらを納得していただく中で，町民皆様の利益になるような格好

になるのかどうか，そこらを見きわめながら，どのようなかかわり方をしていくかと

いうのを決めていくのが今後の課題であろうかと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） 問題意識は共有できてると確認できました。その部分におい

て，今後関連団体等との対話の機会がありましたら，担当課も含めまして将来的な部

分についていま一度確認をしてもらえるようなきっかけを与えていくとか，そういっ

た何かしらのアプローチをとってもらいたいと思いますので，また今後この点につい

ても議論していきたいと思いますので，よろしくお願いします。 

 続きまして，ちょうどこの写真なんですけど，昨日午前中，横瀬小学校の卒業式が

来賓，また在校生不在のまま行われました。実際，教職員の先生方が体育館中をいろ

んな飾りで色とりどりに飾ってくれて，子供たちもこれはこれでよい思い出になった

のかなと前向きに捉えるしかないのかなと私自身も感じました。こういった状況に追

い込まれた今回の新型コロナウイルスの勝浦町の対応，休業に至るまでの勝浦町の対

応について今回点検していって，また今後大災害，また同じような疫病により学校等

の運営が難しくなったときに，しっかりと検証して，また今回の糧を生かしてスムー

ズな行政運営ができるような点検作業ができればいいかなと思っておりますので，よ

ろしくお願いします。 

 コロナウイルス対応については，いろんな多岐にわたる行政としての対応がある中

で，今回は学校，子供についての質問に絞らせていただきます。 

 まず，今回のコロナウイルスによる学校休業が安倍総理大臣から発表されまして，
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翌日に勝浦町の教育委員会として休業の方針が決定されたことと思います。それに，

そこの決定までにまず町長にお聞きしますが，要請決定以降，町のトップとして各担

当にどのような部分を押さえておいてくれと，この部分だけは気にしといてくれちゅ

う何かしらのポイントがあったと思うんで，この点についてお聞かせいただけたらと

思います。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 今回，コロナウイルス，各中学校，小学校卒業式，お子さん

の卒業生の凛とした姿を拝見できずに，大変遺憾に思っております。まず，２月の中

旬以降，非常に動きが激しかったかなと思います。答弁の内容とは違うんですが，ま

ず２０日ごろにいろいろ行事，いろんな会議等の全国においても県内においても中止

されると。あるいは，縮小されるというような動きが出てまいりました。そういった

こともありまして，勝浦町の場合はどうするんだというようなことで，ちょうど非常

に大きなイベントが続く勝浦町でございましたので，まず各団体等についてもこうい

ったことについて検討いただくようにお願いしたと。同じく，学校のほうにおいて

も，先ほどもおっしゃいましたようにいろんな行事が控えておりました。それも，ど

ういう形でやるのかというようなことも考えていかなければならないというようなと

ころで，どういう状況が考えられるかというようなことも支援したところでございま

す。 

 まず，こういうところでもしほうなった場合に，生徒なり保護者なり，あるいは教

職員なりがどういう対応をとってできるのかというようなところも予測しての判断を

仰いだというようなところが，私の指示したところでございます。まず第１に，全国

の状況の情報収集，また県の状況の情報収集，それから住民，こういったときであれ

ば学校や児童・生徒，保護者の情報収集というのを急いでほしいというような指示で

あったかと思います。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） 続きまして，国からの要請以降，教育委員会として保護者の

方等からのニーズの把握や課題の抽出，方針決定に至るプロセスについてお答えいた

だきたいと思います。教育長，お願いします。 
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○議長（美馬友子君） 市川教育長。 

○教育長（市川公雄君） 私も，抽象的なニーズの把握云々がありますので，時系列

で振り返らせていただいて，その都度こういう形で取り組んできたというあたりで説

明させていただけたらと。だから，次の質問とちょっとかぶってしまうんです。 

○７番（松田貴志君） 一緒でいいです。 

○教育長（市川公雄君） 一緒に時系列で振り返らせていただいて，そこでこんなニ

ーズがあり，こういう対応をしてきたということをここでご報告という形にさせてい

ただけたらと思います。 

 とにかく，一番大きなスタートは徳島新聞に県内でコロナウイルスの発症者が出た

というふうなことでありまして，その日にすぐに学校のほうには，それまではいろい

ろ定例の校長会というのを月１回やっておって，２月分はさきに済ませておったんで

すが，このときに学校のほうに，とにかく子供たちの様子をまず一番に見て，例えば

３７．５度以上が４日以上続いている子供であるとか，だるいとかということを訴え

るような子がおったら，その子はすぐに自宅で休ませてくれと。その際には出席扱い

にすると，欠席扱いにはしないようにというふうなところをまず開始して，休める体

制，子供たちが無理して来んようにと，まず体が一番というふうなところの指示を出

したのが２月26日，これは文書によって各校長先生宛てに発送して，後で電話で確認

もしました。その後，２月27日に臨時の校長会，これは夕方に集まっていただいて，

その後の学校行事，控えておりましたのが卒業式，それから高校入試，それからその

ときに話題に出たのが，５月に予定しておりました小学校の修学旅行につきまして

も，これはこの時期は無理ではないかというふうなことで，これだったら行政にお願

いして，10月ぐらいのこの時期あたりに移行できないかというふうな相談もさせてい

ただきました。相談した後の夜に，安倍首相の例の全国的にも休業してくれという要

請がありまして，それを受けましてその夜に，県教委からは11時ぐらいに私のほうに

県の統括管理主事から電話がありまして，あすすぐに県からのお願いの文書を発送す

るので，それを見て各学校，各地教委で対応してくださいというふうな連絡がありま

した。 

 そして，２月28日の金曜日，この午前中に県からの文書が届きまして，協議してい

ただきました。このとき，実は私は点滴に行っておりまして午前中は不在で，校長先
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生方と事務局の事務のほうでいろいろ対応もしていただきました。昼過ぎに戻りまし

て，お昼から校長先生方も含めて，その日がとにかく最後の最終リミットでありまし

て，土日を挟んで月曜日からは休業に入るというふうなところでありましたので，そ

れらの対応も校長先生方それぞれの学校でやってきていただいておりまして，まずは

文書として保護者の方に，とにかく３月２日から24日までは臨時休業になると。勝浦

町もそれでいきますというふうなことで，あとその後につきましてはメール，ＬＩＮ

Ｅネットという制度がございますので，それで随時連絡しますので，済いませんがよ

ろしくお願いしますと。まずはその文書の一報を送らせていただき，その後につきま

しては各学校で，例えば横瀬小学校の例でいいますと，３月２日に横瀬小学校よりお

知らせしますと。家庭でのお子様の生活学習，体調を十分確認，相談の上，３月４日

の９時から12時の間に学校のほうから電話させていただきますと。そのときに，子供

の様子を聞かせてもらいますので，それでその時間帯に保護者の方がおいでるとき

は，先に電話いただいたら保護者のおいでる時間にまた連絡させて，様子確認させて

もらいますというふうな連絡をさせていただいて，そこで生徒の様子であるとか，最

終日に持って帰ったそれぞれの課題などがどういうふうにできているかとか，こんな

課題を与えてございますというふうなところの連絡をさせてもらいました。こちらの

場合はこの１日，生比奈小学校は，日がちょっと違うんですが２日間に分けて各担任

からいくと。勝浦中学校については，日は特定してないけど，担任が週に２回は家庭

のほう，本人に連絡をとるというふうなところで各校対応をしていただきまして，そ

れ以降の校長会ですが，３月６日にもう一度臨時校長会，１週間終わったところで，

その１週間のそれぞれの生徒の様子，電話での生徒たちの様子はどうであったか等に

ついて，各校教育委員会のほうで共通理解すると，情報の共有をさせていただきまし

た。３月６日，その同じ日ですが，臨時の教育委員会，これは教育委員さんに寄って

いただいて，実はその日，臨時はもともと人事関係のところで１回予定しておったと

ころでございましたんで，ちょうどその日に各校の取り組みであるとか，コロナウイ

ルスの感染防止対策について，ちょうどいい機会でありましたので教育委員さんにも

ご意見をいただいたり，今の実態を知っていただくことができました。 

 次の週の３月10日，これも自主登校について意見の交換をしておきたいなというこ

とで臨時の校長会で集まっていただいて，いろいろ非常に悩んだんですけども，自主
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登校するとなったときのリスクというのを校長先生方が非常に重く考えておりまし

て，たくさんの子供たちが来たときにそれがもとになって感染が拡大したときに，そ

ういう責任の問題はどうなるのかと。あるいは，これだったらいっそ学校を再開して

くれたほうがまだ少しは学校としての責任がしっかりできるとか，いろんなご意見が

出ましたが，電話の状況，学校とのやりとりの状況を聞いておりましたときに，それ

だったらそういう無理なリスクを冒さんと，今の状態でしっかり学校と家庭と連携を

とっていただいて，細やかな対応をしていただいて，保護者のご意見をしっかり聞い

ていただいて，それでやっぱりそういう意見が出るようだったらもう一度相談しまし

ょうというふうなところで，現状細やかな対応をぜひ続けてお願いしますというふう

なところでの10日の校長会でございました。 

 その後は，３月13日，もう一度，これはまた人事関係のことと，それとその後の経

過報告等もいただきまして，それで現在に至っておるというふうなところでございま

す。基本は，学校の先生方と保護者，児童・生徒との信頼関係といいますか，直接は

なかなか会えんのですが，週に１回必ず電話連絡しながら，そういう中で現状頑張っ

てやっていくという形について，保護者もしっかりフォローしていただくというふう

なところで，今現在やっているところでございます。 

 以上です。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） 下の分もあわせて答弁いただきました。 

 また，次のページに移りまして，実際休業決定以降，今３月の２週目以降の分につ

いても説明をいただきましたが，それ以降に役場的にいろいろと動きもあったと思い

ます。町長も休業方針を決定して，いろいろと全国各地の状況，また県内の状況等を

踏まえて，子供たちへの配慮等に関して今のままでよいのか，こういった部分が必要

じゃないか等，町長の思いの部分を教育委員会等と共有した部分があればお答えいた

だきたいと思います。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 行政のほうとしても町のほうとしても，いろいろ会議等を重

ねてやってきたというところでございますが，３月２日から休校を決めた２月27日，

その日も会議は職員，課長で協議会，対策会議は開いたわけですが，すぐに27日の夜
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にそういった学校休業というようなことが出たということで，また28日には，教育委

員会等と個別に方針について聞き取りをして決定をしたというところでございます。

学校については，十分に児童・生徒への連絡を学校のほうからとってほしいと。状況

がどういうふうになるかということと，それと保護者の問題になっているようなこと

がないかというようなことの聞き取りもあわせてやってほしいというようにお願いし

ました。 

 また，今回の国のやり方というのも私自身ある程度納得がいかない部分もあるんで

すが，学童保育は開催ちゅうか，せよというようなことで，ただ子供さんのことを考

えるとそういった措置も必要かなということで，まず学童保育の拡充，あるいは運営

方向で広くやっていけないかというようなことを指示したということでございます。

また，保育所の運営についても大丈夫なのかというようなことも確認してほしいとい

うことで，担当のほうには申し入れます。それから，まず役場の職員全体でそういっ

た意思統一を図っていく必要があろうかと思いますし，役場の職員についても，行動

について十分に気をつけるようにというような指示もさせていただきましたが，一番

大切なのは情報を共有すること，そして役場がどういうことを，あるいは教育委員会

で学校でどういうことをしているかという発信のほうもお願いするというようなとこ

ろでございます。ほかにも，ちょうどイベントが先ほども多く開催されるということ

で，各団体に対しては検討会なりを開いてほしいなどのことで，そういった結果で多

くのイベントが縮小あるいは中止というような結果になったかと思います。勝浦町と

しては非常に残念な結果なんですが，これもなるべく早くもとの生活に戻りたいとい

うような思いもございますので，そういったところから指示をさせていただきまし

た。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） 続いてなんですけど，各担当課を介した協議会開催のタイミ

ングと回数はという部分，これについては課長会が主になるんだろうと思います。こ

の点について，参事のほうにどういったタイミングで会を持たれて，またどのような

内容であったのかという部分，なるべく短目に説明をお願いします。 

○議長（美馬友子君） 岡本参事。 



- 302 - 

○参事兼総務防災課長（岡本重男君） 課長会でございますが，２月27日の日に開催

をしております。それで，こちらのほうで主に，県内の女性が感染したという記事の

ほうの説明をまず中でしまして，その後新型コロナウイルス感染症対策の基本方針，

これは国が発表したものでございますが，その内容，それから危機管理対策本部会

議，県知事から県民へのメッセージという資料もこの日に配付しまして，その後もろ

もろ関連している資料をつけました，保健所管内とかに。それで，町の対応項目とし

てその日に話し合ったのがイベント，会議の中止，延期についてということで，小学

校卒業式の３月17日までの町主催のイベント等を各課で中止，延期，あるいは民間主

催に対しては，先ほど言いましたように依頼をかけると。それから，開催する場合に

は感染予防の手洗い，アルコール消毒をするとかそういうことの話もしまして，あと

役場に張り紙を英語と中国語，外国の方も来たときにということで急遽張ったりしま

した。あとは，マスク等の備蓄品はございますが，何分枚数が大量ではなかったの

で，出しても全然足りないという状況でしたので，それはしばらく様子を見て置いて

おくということで決定しております。 

 あとは，37度５分以上の職員は学校を休むということでしたので，こちらのほうも

職員に対して周知をして対応しております。その後，３月３日に県のほうから市町村

から県への要望を上げてくれということで，その要望を取りまとめる会をしまして，

その中でいろんな問題点を県に対して上げております。それは，主にマスクがない，

消毒がない，それからもしも発生したときの施設の消毒方法はどうしたらいいんかと

か，そういうさまざまな問題を協議して，県のほうへ要望を上げました。 

 それから，当時阿南市とかでの情報，感染者が出たというＳＮＳの情報もあったん

で，そういうことも県のほうでマスコミを通じて注意喚起してほしいとか，いろんな

ことを県へ要望しております。あとは，随時必要な場合に各関係課で寄って話をして

おりますが，その後の対応としましては，町の町有施設について，同じような感染予

防の国の分のラミネートをしまして，それを張り出したりとかしております。それか

らその後，救急輸送のほうも，今でも保健所に連絡して指定された医療機関へ行くん

ですが，それの対応も救急隊員が万が一来たときにわからないんで，防護服の用意と

か，そういうのをして対応したという状況でございます。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 
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○７番（松田貴志君） ありがとうございます。 

 続いて，一番下の学校の休業によって配慮されるべき児童・生徒へのサポート体制

構築に向けての取り組みについてであります。 

 これについて，休業決定当初に私が一保護者として感じていた部分は，発信はして

いくけど，なかなかそういった配慮されるべき低学年児とか，また要配慮児童とか，

そこらあたりに対する問いかけというか，言葉の吸い上げ，思いの吸い上げの部分が

ちょっと足りてないんかなと感じました。この点について，自分のほうにも誤解があ

ってはいけないので，この点教育長，福祉課長それぞれにお答えいただきたいと思い

ます。 

○議長（美馬友子君） 市川教育長。 

○教育長（市川公雄君） 先ほど，私は学校全体の生徒への取り組みというふうなこ

とで，具体的なことをお話しさせていただきました。その中に，担任のほうから，個

別には恐らく担任が一番よくわかっておりますので，この子については勉強の仕方に

ついて不安があるなとか，具体的にこういう指示を出したときにこの子にはちゃんと

わかるだろうかなというあたりは，私が直接指示というよりは各学校のそれぞれの担

任なり，担当なりの先生方がやってくれておるというふうなことは信じたいと。 

 ここまで，申しわけありませんが，現在のところ個々の生徒，あの子についてあの

子について，私も何人か頭に浮かぶんですけれども，その子についての細やかな対応

と具体例というのはちょっとまだよう把握，吸い上げておりません。これは，時期が

過ぎましたら，そういうことでの対応につきましては，ぜひ今回のことを教訓にし

て，もっとこうすべきではなかったかとか，こういうことをやってみて，もう一息こ

この部分が足りなかったとか，もっとこういう対応を保護者も含めてこんな対応が必

要だったというあたりは，時期を見てまとめておいて，今度はよく似た事態になった

ときにはそれを生かしていくというふうな部分は考えていかないかんなというふうな

気がしております。大きな部分だけでなしに，一人一人，特に勝浦小学校にしても中

学校にしても，人数的には少ないところ，１人当たりの担任が持つ児童・生徒の数と

いうのは非常に少なく済みますので，より細かく見ていける部分を生かすような形

で，今後も子供たちへの対応，保護者やご家庭への対応というのはしっかり考えてい

かなければいけないというふうな気がしております。 
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 ただ，学校のほうとしては，私が寝込んでおった間に具体的な，こうやってくれた

らいいなという思いを学校のほうは先んずる形で，私が点滴を打ちよった午前中，昼

に来たら学校のほうは全てこういうふうにやってますというのを報告いただいたら，

とりあえず現時点でここまでやってくれたら，後はそれを微調整したらいけるだろう

なというふうなところをやってくれていたなというのが，私の今のあのときの校長先

生方，それから教育委員会の事務局も一緒だったんですが，そういうところの対応へ

の感想でございました。なかなか頼もしかったのを私は今も覚えております。 

 これでお答えになっておるかわかりませんけれども，そういうふうな配慮されるべ

き児童・生徒のサポート体制ということで１つ申し上げると，最後の金曜日，勝浦中

学校３年生のほうは受験に向けての最後の日でございました。人によったら，面接の

自信のない子は３回も４回も繰り返しておるとかというふうなことと，これは教育委

員会のほうから，実は総務には黙っとったんですが，マスクの不足を以前のイベント

で余ったものを持っておりまして，それを受験生，それから引率の先生にはこれで頑

張ってくださいということで配付もさせていただきました。そんなことで，少しずつ

配慮しながら，今のところで頑張っておるというところでございます。今後の課題も

いろいろあろうかと思いますが，まだまだ細かいところに気をつけながらやっていき

たいと考えております。 

 以上です。 

○議長（美馬友子君） 木村福祉課長。 

○福祉課長（木村美枝君） 学校休業により，まずサポート体制というところから説

明をさせていただきたいと思います。 

 今回，国の方針では学童クラブ，保育園は休業対象外ということでありましたの

で，保育園のほうは通常の保育をしております。学童クラブのほうにつきましては，

その日のうちに指導員さんに集まっていただきまして，国の方針，また町の方針を説

明していただきまして，開所に向けてのご協力をいただき，話し合いを行いました。

その中で，開所に向けてということで午前からの対応も検討していただいたんです

が，指導員の数ということの確保が難しいということで，現状の指導員数で正午から

の開所ということで，現在も２カ所の学童は正午から開所としております。 

 次に，配慮されるべき児童でございますが，平常時に学童に通っている子供さんの
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中の配慮すべきご家庭については，指導員のほうから声をかけるなりしまして，兄弟

がいるので一緒にお休みをします，またおじいちゃんおばあちゃんのおうちに行くの

できょうはお休みしますが明日はお願いしますといったような，それぞれの家庭につ

いての現状というのを把握しておりますと指導員のほうから報告は受けております。

その他で，学校休業によりまして学童を利用していない子供さんの中の配慮されるべ

き子供さんにつきましては，保育園に兄弟が通っている子供さんもおいでますので，

保育園からの情報もいただき，また小学校のほうに直接連絡をとり合うなどの情報共

有を行いまして，家庭訪問が必要な子供さんには保健師と担当が家のほうに家庭訪問

をしまして，また必要な関係機関に情報共有はさせていただいております。 

 ここで，少しあれなんですが，町長のほうからも今回教育委員会ともしっかりと連

携をしておくようにという指示をいただいておりましたが，そこがちょっと手薄にな

っていたかなと思いますので，今後はしっかりとしていきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） 次に進みます。 

 今回課長のほうから説明があったように，学童保育の部分について，朝からあけら

れないかということで検討はされたと。しかしながら，指導員さんの確保が難しく，

昼からの開設となったという部分があると思います。常日ごろから学童に通われてい

る子供，お子さんも，昼からでしたら親御さんのお仕事の関係で送り届けることがで

きないということで，鼻から家族，またおじいちゃんおばあちゃん等にお願いすると

いう形になってたと思うんですよね。それは，日ごろ利用されている人数と，今回利

用されている人数を比較したら一目瞭然なんかなという部分は強く感じました。 

 今回，これはこじつけなんかもしれませんけど，指導員の確保について，今運営主

体が保護者会ということで，こういった緊急的な対応に関しては機動性に難があるん

でないのかなと今回強く感じたんです。この点について，今後同じようなことが起こ

ったときに，何かしらの人員的なサポートがしやすいように，さらには決定のプロセ

スが明確になるような，現状では保護者会といえども，保護者さんが責任持って，当

日の指導員さんと課長と交えた会でもなかなか保護者会での一存という思いでなかっ

たと思うんですよね。だけど，そこはしっかりとした運営母体があることによって，
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人員配置，また学童の内容等もいろいろ充実できるんでないんかなって思います。現

状において，運営主体について検討すべきでないかと問うてますけど，実際これは今

課長に，最初は問うてはいたんですけど，結局最後は直接町長に聞きます。 

 いろいろ以前からこの点について議論はされてきたことと思うんです。実際，こう

いったときに，仮に法人なりが持ってたときに，その法人の中で人員のやりくりもし

やすいんかもわかりませんし，これは違う視点なんですけど，町が現在町単で学校関

係で雇用している人材等もここの学童保育のサポートに回せたんでないんかなって，

いろいろ思うところはあるんです。どちらにせよ，この保護者会が運営している今の

現状は余り適正でないし，今後ただでさえ少子が進んで保護者の負担もふえてくる，

またこの後のテーマでも議論しますけど，そういった環境のもとで，保護者の負担軽

減の部分においてもここは町として積極的に進めていくべき，保護者会が運営するの

はやめる方向で考えていくべきでないのかなという部分を思います。この点について

町長の考えを聞かせてください，お願いします。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 学童保育の運営ということで，もともと私も聞かされている

のは，保護者会それぞれ，生比奈，それから横瀬校区の両方とも保護者会から運営が

始まったというふうに聞いております。自主的な運営というのが一番望ましいとは思

うんですが，やはりそこで無理も出てくるというのは今までもあったというふうに聞

いております。その２つのそれぞれのクラブ，学童保育が一堂に会してもっと緊密な

連携を持ったらいいのかな，そういうところもありますし，もちろんそこに町の関係

機関も入っての協議というのは必要になってくるかなと。例えば，子ども・子育て会

議の中で，こういったことについて，またいろんな関係機関から議論を深めていくと

いうようなことを進めていく，その上でのどういうやり方，運営体制というのを決定

していくのが一番いいのかなというふうには思っております。できるだけ今後はそう

いった会議があったら，議題に乗せて諮っていくというようなところから始めていく

ことが必要かと思っておりますので，どうかご理解をお願いできたらというふうに思

います。 

 以上です。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 
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○７番（松田貴志君） これは長年の懸案です。両方の学童保育の運営体制が微妙に

違うんですよね。なので，そこの点はなかなか難しい作業にはなると思うんですけ

ど，保護者のことを思うと，そこの部分の会ではされるべきなのかなと思いますし，

子ども・子育て会議はなかなか開催の間隔が長いんですよね。そこを当てにするんじ

ゃなしに，今何かしら学童指導員さんの研修会であるとか，町内で寄り合う機会もあ

ると思うんです。そういった機会を捉えて，また担当課長のほうで問題提起していた

だいて，ちょっとでもいい方向にいければいいのかなと。また，細かい話になります

けど，現状横瀬小学校のたけのこのほうにおきましては，一部指導員さんができない

部分をサポートしてらっしゃる住民の方がいまして，そういった住民の方の協力を得

るんも必要やけど，それはそれでちょっと不健全な感じもしますので，何かしらの手

当てをしていただきたいなと思いますし，町長も議論を呼びかける旨の答弁をいただ

きましたので，積極的に進めていってほしいなと思います。また，これについては私

も保護者としてかかわることになると思いますので，また議論を投げかけていきたい

と思います。よろしくお願いします。 

 今後の方針についてです。参事のほうにも答弁を入れておりますが，この点も教育

長のほうでまとめて，特に今回学校関係ということでまとめさせてもらってますの

で，お願いしたいと思います。現状，いろんな地域でさまざまな取り組み，休業決定

から新たな動きも生まれてくる中で，今後まだ見通しが立たない中で，勝浦町の教育

委員会として学校の運営等に関してどのような考えを持っているのか，具体的にお聞

かせいただければと思います。 

○議長（美馬友子君） 市川教育長。 

○教育長（市川公雄君） 本当に，この先どうなるのかなと思いつつ，今のところは

っきりしているのは，予定として３月24日に修了式，この日は横小も生小も勝中もそ

れぞれ在校生全部続きまして修了式，簡素化する中でやはり節目としてやっておきた

いというふうなことが決定しておるところでございます。あわせましてもう一つ，教

員の人事異動がございます。そうしますと，その日には離任式もあわせてやるわけで

すが，私が今一番懸念するのは，３月いっぱいまでおいでる先生が，４月１日には赴

任された先生がそこにはいないと。新しい先生がおいでて４月に入るというところの

うまく引き継ぎを，授業の進みぐあいであるとか，この学年はここまでいっとる，こ
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こから先がまだ前の学年分を残しておるとか，そういったあたりをしっかり引き継ぎ

ができますように，その点は今の校長先生方にもしっかりお願いはしてございます。

それに，児童・生徒たちも，先生方の異動に関してうまく次の新しい学期に入れます

ような配慮というのが今後の課題かなというふうに考えております。あとは，本当に

国，県の状況を見ながら，近隣の様子，小松島や上勝の様子も聞きながら，今勝浦と

してどういくべきか考えていくべきところでございます。 

 以上です。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） 子供の休業期間も３週間目に入りまして，家庭的に恵まれて

いるというか，我が家なんか男３人が日中家で過ごしてます。けんかもしながらテレ

ビゲームをしながら，いろいろと楽しんではいますが，うちに関しては低学年にいけ

ばいくほど感情の乱れが見えてきているのかと感じるんです。その点に関して現状の

スケジュールを聞きましたが，ほんまに今の状況でいいのか。横瀬に関しては週に１

回の電話での対応でいいのか，もう一歩踏み込んで何かしらのどこかに何か，全員で

なくても少人数で集まるような機会をつくるとか，何かしらの工夫を講じて子供たち

のストレスを解消するすべがないのか，そこらあたりもうちょっと研究してほしいん

です。この事態がまだ続くことも予想されてるんですよね。確かに，24日に集まって

久しぶりに顔を合わすのもわかりますけれども，それに向かってただ単に時間がたつ

のを待つだけじゃなしに，この間もし何か打てる手があれば，それはそれで取り組ん

でほしいなと思います。 

 また，これも福祉課も同じなんですけど，先ほど言いましたように，仮に町単で雇

っている学校関係の職員さんがもしサポートに回れるのであれば，学童を朝から開く

ことに関して，もし検討するなりいろいろ工夫の余地はあるんかなと思うんです。こ

れは，現場の人間でないけん勝手なことを言いようように思われるかもしれませんけ

ど，そこって親は口には出さんけんど，頭の中では望んどることと思うんです。そこ

の部分をサポートしてあげるんが行政の役割と思うんで，ここの点に関して，まだこ

れからどこまで続くかわからんので，それぞれの課，担当においてしっかりと協議を

重ねていってほしいなと思うんで，これはそれぞれの取り組みに関して期待しておき

ます。よろしくお願いします。 
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 次，一番下の最後の学校の休業の部分で，役場，行政組織として，雇用主として多

くの職員等を抱えていると思います。そういった職員の中にも，小学校，中学校，高

校に通われているお子さんを抱えている職員の方もいる中で，そういった職員に対し

て今回の休業に当たりどのような形で聞き取りをして，またその聞き取りの中でどの

ように配慮をされてきたのか，この点について参事，また病院事務局長より答弁をお

願いします。 

○議長（美馬友子君） 岡本参事。 

○参事兼総務防災課長（岡本重男君） 学校休業に伴う休暇の取得でございますが，

勝浦町役場の総務防災課長，私から通知しましたのが３月11日，これは国の通知を受

けまして，正規職員，臨時的任用職員と全ての職員に対して，今回の新型コロナウイ

ルス感染症対策に伴う小学校，中学校，高等学校，特別支援学校等の臨時休校，その

他の事情により子の世話を行う職員が，当該世話を行うため勤務しないことがやむを

得ないと認められる場合は，特別休暇を与えることを通知いたしております。それ

で，聞き取りというのはなかなか，実際すればよかったんですけども，そこまではで

きておりませんが，職員のほうに通知しまして，そういうやむを得ない理由の場合は

特別休暇として休むことができるということで，周知をしております。 

○議長（美馬友子君） 笠木病院事務局長。 

○勝浦病院事務局長（笠木義弘君） 先ほど参事のほうから答弁がありましたよう

に，３月11日以降は特別休暇の取得ということで職員に周知をしております。また，

特に交代勤務のある看護職場，看護部門につきましては，支所のほうから聞き取りを

行いまして，可能な範囲で勤務シフトに反映しているというふうに聞いております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） これについても，それぞれの担当において自分の職も全うと

して，なかなか日本って人に甘えるんが下手なというか，そういった雰囲気の醸成が

なかなか進んでいないと思うんです。頼るときは人に頼ってもええんだよとそういっ

た部分を，課の中でそういった雰囲気をしっかりとつくり上げてほしいと思うんで

す。実際口には出さんけど，これについても多少は子供の面倒を見るために，せめて

週１回とか２週間に１回とか休んだらええんかなと思っている職員の方もおるやもし
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れませんし，先ほどの話になりますが，休業が３週間目に入って，じいちゃんばあち

ゃんにお願いしている部分についても，じいちゃんばあちゃんもまた負担を強いられ

ているという部分において，ちょっとでも行政のほうからそういった雰囲気づくりを

つくることによって，また住民それぞれもそういった意識のもとで生活するようにも

なるんかなと思いますので，これについては今後とも，この事態がいつまで続くかわ

かりませんので，しっかりと職員に目配りをして，また情報収集を行ってほしいと思

います。よろしくお願いします。 

 今示させていただいてるのは，以前この勝浦町で作成されている新型インフルエン

ザ等対策行動計画についての部分であります。実際，この部分にぺらぺらとめくって

いったら，それぞれのフェーズにおいてどのようなことをすべきかちゅう部分を事細

かに書いてありますけど，今回の学校休業要請については，これの根拠となる法律で

は，休業決定時においては法律の根拠なく休業要請されたちゅう部分があったんです

けど，今後においてせっかくこういったたたき台があるんですから，こういった部分

に今回の反省点等をしっかりと反映させられるような部分を考えていくべきなんかな

と思います。さらに言えば，この間説明がありましたいろんな対策をするに当たって

の会議等なんですけど，それぞれの担当担当で議論はするけど，その担当が合わさっ

たり，また学童の指導員さん，また保育士さん，また学校の校長さんとか町長，副町

長，こういったいろんな分野のトップの方が集まって，それぞれの課題を一堂に会し

て議論する場がなかったように思います。それはなかなか開けない部分なんかもしれ

ませんけれども，そこで１度，２度いろんな課題をもむことによって，もう少し違っ

た動きが今回できたんと違うかなとこの間感じておりました。この点について，まだ

まだ検証の余地はあると思います。もうちょっと時間がたってからいろんな課題等が

今後見えてくることと思いますが，現時点で把握できてる部分で改善点，また今後こ

ういった行動計画等に反映させられる部分等副町長のほうでそういった部分でお考え

があれば，また思いがあればお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（美馬友子君） 山田副町長。 

○副町長（山田 徹君） 現時点での検証，反省，改善点というようなお話であろう

かと思います。 

 議員のほうからもおっしゃられたように，今走りながら対策を打っているというよ
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うな状況であろうと思います。ましてや，今回インフルエンザの対策の法令に盛り込

まれたのが13日，14日施行だったかと思いますけれども，そちらのほうにあえて固め

ていくというのが，国が決めるのもそのぐらいの時点のこととなっております。今回

のような広範囲にわたるような対策を打っていくには，広域的に全体的な取り組みで

いかに予防するかというところが一番大事なところかなというふうには感じておりま

す。町だけでどうこうやるというのはなかなか，総合的に予防して，感染が広まった

後はいかにおさめていくか，治療していくかというようなところが大事なことなんだ

ろうなというふうな感じは受けております。 

 いずれにいたしましても，広域的な全体で取り組んでいくこと，それと国でもよく

言われておりますけれども県内に入るのを防ぐ，あるいは町に入ってくるのを防ぐ，

そういうふうな段階段階によってやるべきことというのは決まってくるんでないかな

と思います。町といたしましては，お示しいただいてますインフルエンザの対策，こ

ちらでいくのかどうかというところも不透明な部分もあって，どうしても国，県の動

向，あるいは国，県の要請に基づいてどうしても動いていくような格好になっており

ます。ただ，今回以前のインフルエンザのときよりも身近なものとなって，国民も町

民も多分感じているんではないかと思いますので，そこらを踏まえてもう少し検証し

ていかないと，今の段階では本当にこれでよかったのかどうか，といいますのは，あ

るいは先ほど議員さんのほうからおっしゃられたように，子供さんの教育，これが感

染を防ぐというのは非常に大事だと思いますけれども，子供さんにとって今の学年と

いうのは今しか多分ないんだろうなと。これが一，二カ月，あるいは３カ月すればい

いんですが，半年もかかってくると，その子供さんの教育の年代によっての差とかい

ろんな問題が出てくるんじゃないかなと，そういうふうなところにつきまして，国の

大きな体制の中で同じような対応をとっていくのが大事なのかなと思っております。

あるいは，経済対策，これも何カ月もたつと，特に自営業の方とかは非常に大きな影

響を受けてくるんじゃないかなと。あえてそれも全て今の段階で全部自粛してしまう

と，これ以上広がった時点で今度はどうするのかというふうなこともできてくると思

います。 

 ですので，ちょっとお答えにはなりませんけれども，もう少し国，県の対応，そし

てある程度落ちついた時点で国，県の反省も当然取り入れ，町の中での反省も取り入
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れた中での検証をして，インフルエンザ対策の中に溶け込ませていくのがいいのか，

そういうのではなく，また別の対策というのを並列的にやるのかというのは決めてい

くのが重要でないかなと思っております。ちょっと落ちつかないと，町といたしまし

てもなかなかここまでの対応というのは，余り想定していなかったというと申しわけ

ないんですが，感染症によるこれだけ広くなるというのはなかなか想定もされていな

かったところがあって，影響が非常に大きいと思います。もう少し落ちついた時点で

じっくりと検証をしていくようになると思いますので，もう少し時間をいただけたら

と思っております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） 検証作業は検証作業として，もちろんある程度先が見えてき

た段階でゆっくりとしたらいいと思いますが，現時点で，繰り返しになりますが，ま

だまだ終息の見通しが立たない中で，今何ができるかという部分をもう一回改めて行

政として考えてほしいんです。ここは，これは言うとったな，町長にもお伺いします

けど，検証は検証として置いといて，今何ができるかという部分をもう一回それぞれ

の担当を集めて，さらに教育委員会のほうの動き，教育委員さんを含めた教育委員会

の動きもなかなか見えてこないので，せっかくのそういった組織があるんやけん，い

ろいろ活用しながらいろんな見地から物事を考えていければいいのかなと思います。

この点について，町長，とりあえず何かしませんか。何か一歩踏み出すことによって

町の姿勢も，アピールするだけじゃないんですけどね，町長の思いも伝わると思いま

すんで，何かしらの行動を望みたいと思いますが，いかがでしょうか。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 今回，いろいろコロナウイルスでいろんな各担当のところで

は動きはありました。十分とは言えませんが，できる限りのことを探しながらやって

きたと思っております。また，教育委員会のほうには再度学校で，今回起こったこと

で児童・生徒にどういうところで困ったことになったとか，あるいはこういうことに

なったらいいのになというようなことがあったらというところと，また保護者に対し

ても同様に，そういったものについての聞き取りをしてほしいというような依頼はか

けました。その中で，何度もこういうことがあってはならないんですけど，やはり教
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訓として，せっかく学校にも通えないというような事実があったんですから，そうい

ったものを生かせるための教訓をつくっておきたいという思いは私にはございます。

そういったことについて，いま一度学校のほうでもまたこれを，例えば保育所，また

学童保育といったところについては同じように，あるいはアンケートなり聞き取りを

して後に残していきたいというふうな思いはございます。それで，次のマニュアルと

いうか，そういうことが起こったときにシミュレーションなりができるんじゃないか

と思っておりますので，そういうことに役立てていきたいと。 

 また間で，これは私の思いなんですが，例えば学校給食をつくることがなくなった

と。早くに春休みにしていた作業をやっていたというところで，例えば学童保育のと

ころに持っていけんかなというような職員をというような思いも頭の中には浮かんだ

んですが，学童保育等あるいは学校のほうに聞きますと，そこまでのニーズがないと

いうようなところも聞きましたので，そこまでには至りませんでしたが，少なくとも

今回の経験を試練と受けとめて，次に生かしたいというふうには考えております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） もちろん，今後においてはしっかりと検証して，よりよいマ

ニュアルづくりに生かしてほしいと思いますが，やっぱりまだまだ足らんと思うんで

す。そこは，くどいようですが，特に教育長，福祉課長，何かしらのアプローチのほ

う，まだまだニーズはあると思うんですよ。そこはしっかりとくみ上げてほしいなと

思いますので，今後とも引き続きそれぞれの保護者さんとか学校関係との連携のほう

をよろしくお願いしたいと思います。済んません，ちょっと時間が押しておりますの

で，多少はしょりながら行かせてもらいます。 

 子供を地域で守り，育てる環境づくりということで，出生数の減少傾向がとまらな

い。少子化を受け入れた新たな体制整備に転換するべきだと，この学校運営を住民と

ともにという部分について質問させていただきます。 

 このグラフにつきましては，今後10年間の横小，生小，勝中の児童・生徒数でござ

います。生比奈小学校とともに横瀬小学校の減りぐあいが大きいのかなという部分で

す。勝中については比較的緩やかな減少傾向なんかなと思うんですけど，これについ

て当初……。ごめんなさい。次のページなんですけど，これはちょっと左側が欠けて
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ますが，保育園，学校等において問題は出ていないかという部分，これは保育園と福

祉課関係の部分について，現状保育園の運営等はできている。さらに，もう少し横瀬

側の人数が減っても運営は今のところ大丈夫という，財政措置もあるので今のところ

運営には支障がないちゅうことを聞いてますので，福祉課長に対する質問ははしょら

せていただいて，学校について現状問題は出ていないのか，ここは事務局長と書いと

るけど，どちらになるんかな。短目の答弁をお願いします。 

○議長（美馬友子君） 笹山教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（笹山芳宏君） 年少人口の減少で，運営面での問題はという

ことでございます。現在のところ単独の学級運営ができておりまして，大きな問題は

ないと認識をしております。 

 以上です。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） 単刀直入にお伺いします。 

 現状問題なく，今学校運営できているちゅうことでございますが，これ以上人数が

減ってきたら，いろいろと授業等の中で支障が出てきているのかなと。この点につい

ては教育長にお伺いしますが，学校の統合等について現在教育委員会でどのような議

論がされているのか，また今後の見通し等についてお答えください。あわせて，町長

には，この保育園の部分におきまして，人数がどんどん減ってきたら，いずれかの段

階で１つになるということも想定されるんかなと思うんです。そこの保護者のニーズ

いかんにもよるのかなちゅう部分もあるんですけど，町長としてここらあたり，また

教育サイドにももし多少踏み込むならば踏み込んでいただいても結構ですけれども，

町長としてのお考えをお聞かせください。お願いします。 

○議長（美馬友子君） 市川教育長。 

○教育長（市川公雄君） それでは，今一番大きい問題を抱えておりますのは，生徒

数減に伴う教員数の減といいますか，小学校のある一定人数が減りますと，複式化と

いうふうなことが問題となってきます。本来でしたら，ある学年１人ずつの先生がつ

くところを２学年で１人の先生になると，先生の数が１人減る，そうなったときに十

分な，これまでやってこられた勝浦のよさを生かした少人数での教育というのが十分

できなくなる，それをどうにかせないかんなというのが大きな問題意識でございまし
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て，今回こういう人数の推移を改めて現実を見ますと，危機感が迫るものがございま

す。町として，私としてはできるだけ複式化はせずに，横瀬，生比奈をそのままどこ

までもよさを生かした状態で継続して，その２つが集まって勝浦中学校という，この

流れは絶やさないようにやっていきたいというふうなことで，ただ生徒数が減ります

と，保護者の数も減ります。いろんな形でＰＴＡの活動のほうでお世話になった部

分，これはもしかしたら地域の方のお力もかりながら，例えば奉仕作業等は，保護者

だけがちょっと手薄になったときに，地域の方のお力もかりながら，今までやってき

たような樹木の剪定でありますが，そういった作業は何とかやり抜いていきたいとい

うふうなことで，今のところそういうふうな問題意識を持って考えておるところでご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） まず，人口減少，それで少子化になったときの保育所，これ

も状況に応じてで，例えばゼロ歳児，１歳児といったようなところの幼児に対して，

それを保育所にというようなところがあれば，保育士の数等はかなり必要になってく

るんで，まだ少し維持できるのかなというふうにも思います。 

 また，保育のやり方等について，例えば入学前の子供に対しての教育を強めていく

とか，そういったいろんなやり方はあろうかと思うんで，こういった近い将来に人口

減少で課題になってくるところはあろうかと思うので，そういったことについて，総

合計画なりを策定していく中で，課題，問題として捉えていきたいというふうに思い

ます。 

 学校のことにつきましては，教育長が申しておりましたように，なるべくそれぞれ

の学校の特徴を生かして，小規模でもそれぞれの地域性を生かした教育ということが

望ましいかとは思うんですが，ただこれも子供たち，また保護者の意向もあろうかと

思います。そういったことを，これが時々にそういった，先ほども申し上げました

が，子ども・子育て会議等のところで，保育所も含めまして回数を多く議論していく

場をつくっていく，機会をつくっていくということが必要になってくるんじゃなかろ

うかというふうに思います。そういったところで方針を決めていく，また変更してい

くというようなことが必要でなかろうかと思っております。そういったことでご理解
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を願えたらと思います。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） 戻りますが，このグラフにおいて，現状で複式学級は避けて

通れんような状況も実際あるんですよね。４年前に生まれた子で，今横瀬側の話なん

ですけど，現状教育委員会で出せる数字としては２年後に６人の入学，さらに今年度

生まれた横瀬地区が現状４人ということで，そのまま上がったら４人の入学という学

年ができてくるんです。そこらあたりを考えたら，教育長の思いもしっかり私もわか

ります。そこには，町の財政措置ちゅうのが必要になってくるんですよね。教員も加

配することによって町単で雇わないかんような状況が出てくるので，そこらあたりは

多分，それぞれ町長，教育長の思いからすれば，そこはいとわないという考えでは多

分おるのかなと思います。単独で残すことを考えれば，それなりのお金は必要になっ

てくるのかなと思いますので，私はその点について，現状においては学校は残してい

くのがよいのかなと思いますし，残すことによって横瀬地区に対して移住・定住の人

口をふやすことも可能なんかなちゅう部分も考えられますので，そういった方針は私

自身共有したいと思います。 

 最後に，こじつけかもわかりませんが，ちょうど坂本小学校の閉校時の人数，これ

は，ごめんなさい，書けてないな。青色が坂本小学校の閉校前10年間，横瀬小学校の

今後令和２年度以降の10年間を比較しております。最後の３年間は，予想をされた人

数，このオレンジ色の棒グラフは，過去８年間の出生数を平均して10人で当てはめた

人数になっておりますが，本来はこういった統計を出すときにある程度推移も考慮し

ながら出すべきと思うんですけど，多分ここはなだらかにしていくグラフになってい

くのかなとは予想されます。ここらあたりに関して，坂本小学校の閉校に際してどの

ような地域づくりをしていったかという部分を考えたときに，坂本小学校は現在ふれ

あいの里さかもととして運営されてます。その部分というのは，地域の方が今でも守

り育てているような環境がある，しかしながら運営母体であるその地域の方々は高齢

化してきているといういろんな課題もありますけれども，地域の方が校舎，また小学

校に対しての思いが強ければ強いほどそういった後々のまちづくりにもかかわってく

るのかなと。思いが継続されるんかなという，とてもよい事例だなと思います。 
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 この先将来，横瀬小学校がどうなろうとも，地域の方々がしっかりとかかわる形で

の小学校運営ができることが望ましいと私自身思ってますし，この点に関しては，今

でも地域の方の力がなくては学校運営ができないような状況に既になっております。

さらに言えば，私たち保護者がかかわっているＰＴＡ活動に関しましても，保護者の

数，世帯数が減ることによって，毎年役員をしなければならないような感じなんです

ね。もちろん，ＰＴＡの活動をしっかりと整理していくのもあると思うんですけれど

も，学校の先生方にＰＴＡの事務的な部分も負担していただいてることもあります

し，何かしら地域の方とともにこの横瀬小学校を守っていければいいのかなという，

私の一保護者としての思いがありますので，今後どういった形で横瀬小学校を残して

いくかという部分において，ちょうど昨年になりますか，学校運営協議会について質

問させてもらったと思いますが，具体的にコミュニティ・スクール，学校運営協議会

制度とともに，現状ある学校支援地域本部もあわせた形で，ちょうど……。ちょっと

待ってくださいね。ここですね。こういった形ですね。学校支援機能をあわせた形の

コミュニティ・スクールという部分を今後，特に横瀬小学校において進めることによ

って，新たな保護者の負担も減るし，教職員の負担も減るし，また地域の方々も学校

の運営にかかわっているという部分の思いを持って，やりがい，生きがいにもつなが

るのかなと。これは，勝手なこちらからの想像なんですけれども，そこらあたりも踏

まえて何かしらこういった形の運営母体ができないかなと思います。私自身，来年度

また役員としてＰＴＡのほうでかかわらせてもらいます。統合しないでどのようにし

て小規模校を維持していくかという部分を，横瀬小学校をモデルケースとして何かし

らの発展的な形につくり上げたいなと思いますし，ここらあたりは町，教育委員会の

協力がなければなかなかできないのかなと思います。 

 最後に，この点について何かのきっかけづくり，もちろんＰＴＡ等からこういった

問いかけというか，投げかけをするのも可能と思いますけれども，これから単独校と

して継続していくために，教育委員会，また町長のほうから，どういった形でこれか

らの横瀬小学校を存続させるために何が必要かとか，そこらあたりでお考えを聞かせ

ていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（美馬友子君） どちら。町長がええ。 

 市川教育長。 
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○教育長（市川公雄君） 先ほど議員からもありましたようなコミュニティ・スクー

ルというのは，来年度令和２年度からは勝浦町としてはぜひ導入したいというふうな

ことで，今少しずつ準備をしておるところでございます。また，そのあり方について

は，文科省らが言いようモデルになかなかすぱっと入らん部分もあるんですが，勝浦

のよさを生かしながら，今やっておることをうまく生かしながらこの制度に乗っかっ

ていって，学校運営に地域の方もちょっと入っていただいて一緒に考えながら，これ

から先の横小なり生小なり勝中なりを考えていく，そういうふうな協議会をぜひ立ち

上げてやっていきたいというふうなことを考えておるところでございます。 

 現在，今は学校支援協議会という活動がされておりまして，各小・中学校とも地域

の方にたくさん入っていただいて，いろんな活動を支援していただいており，子供た

ちも非常に貴重な体験をしよるんですが，その支援協議会は２月に大きな総会，最後

の会があったときに，担当の者が活動の報告集をまとめておって，いろんな活動の記

録写真を整理しておったんです。それを見ておったときに，本当に一緒に地域の方と

活動する子供たちの生き生きする姿，それにも増して私が印象的であったのは，一緒

に活動する地域の皆さん方の非常に明るいといいますか，笑顔といいますか，生き生

きとしたそちらのほうの表情も本当に印象に残っておるところです。学校のためにと

いうことで多くの方が活動し，地域から多くの力を学校にはいただいておるところで

す。その逆に，学校の児童や生徒が地域に力を発信している面もあるんではないか，

そんな気もいたしました。こうしたところが勝浦の町のよさ，学校と地域とのかかわ

りのすばらしさというふうなところを，いつも私は若いときからずっと感じておった

んですが，今さらながらに感じたようなところです。そういった力を持った児童・生

徒のいる学校をやっぱり大事にしていきたい。地域から学校へという面と，学校から

今度は地域へ何かの力をして，それをあわせながら勝浦のよさといいますか，勝浦の

学校のよさをずっと生かしたようなこれからの学校づくりをまた私たちは考えていき

たい，つくっていきたいというふうなことで考えておるところです。 

 以上です。 

○議長（美馬友子君） 最後の質問でもありますが，時間延長を認めて。 

 野上町長。 

○町長（野上武典君） ことしに入って，生比奈小学校，それから横瀬小学校の学習
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発表会，感謝祭ということで，私もお呼びいただいて，両方とも学校支援員の方が多

く呼ばれて，皆さん私どもは職務として行っとるのに，それらの方，一番高いところ

に座らせていただいたんですけど，多くのボランティアの方が学校にかかわっている

んだなというふうに思いました。非常にありがたいことで，今教育長のほうからあり

ましたように，令和２年度からコミュニティ・スクールというような形で既に勝浦町

はそれがほぼできている，それを移行したらいけるだけぐらいのことになっているん

でなかろうかというふうにも思います。いろんな面でボランティアの力をかりなが

ら，それぞれの個性あるよい学校をつくっていけたらと思います。今後ともよろしく

お願いできたらと思いますので，以上答弁とさせていただきます。 

○議長（美馬友子君） 松田議員。 

○７番（松田貴志君） すごい恵まれた環境のもとで自分の子供も学ばせてもらって

るという実感を強く持ってます。そういった中でも，こういった思いをしっかりとＰ

Ｒもしなきゃいけないし，これだけ町長のおっしゃるように，子育て環境日本一とい

う部分を全国的にも発信していくためにも，町長自身の発信力というのも必要なんか

なと思ってます。 

 今回，コロナウイルス関連で休業措置がとられて，こういったときにおいても，こ

れは望み過ぎかもわかりませんけれども，周辺市町村のトップの方がＳＮＳ等を通じ

て発信されている，そういった発信を見て安心される，またともに協力していこうか

なと思ってくれるような環境もできてくるんかなと思いますので，この発信について

は最後一言だけ答弁いただきたいです。昔に宿題やったと思うんで，これについての

町長の取り組みぐあい，またほんで教育長，１点，学校支援地域本部のことがありま

したが，国の方針はもちろん尊重する中で，勝浦的な組織をつくりませんか，この部

分については。ちょっと型にはまったような部分をこれから進めていくんでなしに，

ある程度柔軟に，地域の方々の参加も促しながらつくっていくべきと思うんで，そこ

らあたり一からの議論になると思いますので，私もしっかりと発信していきますの

で，よろしくお願いします。最後，町長に答弁いただいて一般質問を終わりたいと思

います。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 済んません，謝るしかしょうがないかなと思っております。 
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 １年間，期待に応えられずに落第です。もう一年猶予をください。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 以上で７番松田貴志議員の一般質問は終了いたしました。 

 議事の都合により，休憩といたします。 

            午後３時37分 休憩 

            午後３時50分 再開 

○議長（美馬友子君） それでは，休憩前に引き続き会議を始めます。 

 一般質問の最後でございます。しっかりとよろしくお願いしたいと思います。 

 ９番国清一治議員の一般質問を許可いたします。 

 国清議員。 

○９番（国清一治君） 議長の許可をいただきましたので，９番議員，質問をいたし

ます。本来でしたら，あすの朝一番，爽やかな気持ちで一般質問を２時間ぐらいやろ

うかなと思っとったんですけれども，できましたら時間内に終わりたいなと思います

ので，答弁者の方も簡単明瞭にお願いいたしたいと思います。 

 それと，執行部の皆さんにはＱアンドＡで事前に詳細な質問をお願いしておりまし

たけれども，今までの答弁もあったこともありまして，はしょって質問するところは

ご了承願いたいと思います。 

 ことしの春は，やきもきして迎えたような気がします。もちろん，コロナウイルス

の影響でもあります。今回，野上町長が所信表明をされております。任期も２年，ち

ょうど中日でございますので，今回は所信表明と公約の一部についても質問をしてみ

たいと思います。なお，きょうの資料については同僚議員につくっていただきまし

た。写真を私が一生懸命撮りましたので，ちょっと眠たい時間ですが，いい写真が撮

れてると思いますので，また見ていただきたいと思います。 

 まず，安全・安心で活力のある町と大きな見出しを出しておりますが，これは私の

ずっと政治信条で，13年間ずっと言い続けてきたことがほとんどでございます。特

に，今回は安全で便利な道路整備で建設課長に聞きますが，洪水時に冠水し，通行ど

めとなる幹線道路の箇所について答弁をまずいただきたいと思います。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 冠水する幹線道路の箇所はということでお答えいたしま
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す。 

 まず，徳島上那賀線でございます。石原停留所付近，また生比奈小学校の西側，そ

れから中角馬越の旧の●参道●前，それから道の駅前，それから久国の花きゃべつ前

で大水の冠水があったと思われます。それから，阿南勝浦線におきましては，掛谷川

の増水のよりますローソン東側が冠水が確認されております。それから，新浜勝浦線

におきましては，今山神社付近，それから星谷の東の端で行地付近，それから星谷地

区の大明神付近といったところが冠水した箇所だというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 非常によく調べていただいております。私が思ってた以上に

箇所数はあったように思います。 

 それでは，これらの対策についてどう取り組んでいこうと考えておりますか。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 昨年の非出水期以降から本年度末にかけまして，県にお

いて勝浦川を中心とした河道掘削が実施されておりまして，洪水時の冠水につきまし

ても軽減されるものというふうに考えております。また，当面の対策といたしまし

て，県道の冠水区域周辺の道路側溝の清掃についても，あわせて県に要望していきた

いというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 河道掘削から来たところがちょっと私が思っていた想定外の

答弁だったと思いますが，まさに星谷橋についても，あのおかげで橋の通行どめが少

し減ったのではないかなというように私も解釈いたしております。 

 次に，今県道新浜勝浦線の工事が進んでおります。この写真のとおりでございま

す。もともと，ここは先ほどの箇所数にも入っておりました浸水箇所でございます

が，この箇所について改良工事でかさ上げをされてるのかどうか，ちょっと見た感じ

ではわからないので，県の回答はどうなりましたか。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 県の改良工事については，あくまでこの現道勾配の縦断
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修正を行いながら拡幅をしておるといった回答でございまして，一番低いところから

では約50センチの高さが上がるというふうに確認をいたしております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） ありがとうございます。 

 50センチ上がったら，ほとんど解消するんでないかと思っております。今の現況か

らはそういう感じは受けなかったんですけれども，つかるといっても余り深くつかる

場所ではないので，50センチのかさ上げで多少浸水しても通行どめにはならないのか

なということで，これについては安心をいたしました。 

 それともう一点，新浜勝浦線で県の補正予算でかなりの予算がついたと思います。

それで，私は額は具体的に聞いておりませんので，この額と箇所がどう工事が進んで

いくのか，そこらを言える範囲で結構ですので課長のほうからお願いします。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 補正予算についてでございますが，県から回答をいただ

いております。２月の補正額といたしまして8,000万円であり，現在発注している箇

所，140メートルから西側へ用地買収や工事を進めていくというふうに伺っておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 8,000万円だけですかね，星谷工区については。それと，延

長もわかったらお願いします。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 補正予算についてはお伺いできたんですけれども，延長

といたしましては星谷工区全体が600メートルであって，その140メートル区間から西

側について，その延長がどれぐらいいくかという話については回答はなかったという

ことでございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 私が想定するところによると，この8,000万円には土地の買

収も多分含まれていると思いますが，今の工事相当分が延びるんでないんかなという
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ことで，私が考えとったんは，今の工区の一番西の端から逆に東に向くと思っていた

んですけれども，現在のところから140メーターちゅうことですね。もう一回。 

○建設課長（海川好史君） 140メートル区間から西側。 

○９番（国清一治君） ああ，今のところからね。西へね。 

 それと，僕が聞いとったんは，この工区以外で東のほうに予算がついたと聞いたん

は，それはまだ決まっていないのか発表できないのか，どうなんでしょうか。 

○議長（美馬友子君） 小休します。 

            午後３時58分 休憩 

            午後３時58分 再開 

○議長（美馬友子君） 再開します。 

○９番（国清一治君） 町長が所信表明で，引き続き東側に向けて事業を要望しとあ

るんですけれども，私はこれはほんまに願ってもない。私は星谷工区ができたらいい

という考えではございませんので，黒岩工区とはまだ言わんのですけども，黒岩，今

山に向けて，今山橋までできての新浜勝浦線と思っております，私はですよ。そうい

うことで，町長が言われた東側ということは初めて私は聞いたんですけれども，それ

と予算とを含めて答弁ができる範囲でお答え願いたい。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 東部県土整備局へ毎年要望に行っております。必ず，この場

所というのは要望箇所として上げているところでございます。というのが，今改良工

事をされている一番東側から少しの間，幅員が広くなっておりますが，また何十メー

ターから行ったら狭くなります。左へ大きくカーブするところで，私も何回も通るん

ですが，対向するときには速度を緩めてというようなところで，ただここのところに

ついては，すぐ谷側という溝側のほうが空き地になっているようで，これはできるん

じゃないかというようなことを再三県のほうに申し入れしてきております。そこのと

ころを100メートルほど改良できないかというようなことで今まで要望してきたと。

そこのところを続けて前へ拡幅区間を伸ばしていくと，それが黒岩のほうにつながっ

ていけばという思いがございます。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 
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○９番（国清一治君） 今回，この分について予算がついたというんではないんや

ね。いや，結構です。結構です。私もいろいろ情報を持っとんですけれども，発表で

きるものとできないものがあると思いますので，どっちにしても大きな進展と思いま

すので，私はそれで理解をいたしたいと思います。 

 それでは，質問を続けますが，星谷橋のかけかえについて今議会でもいろいろな場

面でその話が出てきました。既にゴーサインは出ておりますが，今回はあわせて周辺

整備ということで質問させていただいております。これは航空写真なんですけれど

も，今までの答弁では，どういう整備になるのかということで執行部が答えてきたの

は，現在の場合はその信号から星谷の新浜勝浦線，地元で四つ角とか四つつじと言っ

とんですけれども，そこに来るという線になるだろうということで，これは今の段階

で路線を引いたものでは全くございません。これは私の想定の範囲で受けとめていた

だいて結構なんですけれども，今画面で見てます，これは現在の星谷橋でございます

が，それから想定しますと，この矢印のところにみかん狩りの受付所が実はあるんで

すけれど，そこら周辺に来るかなと，そういう想定のもとに質問させていただきま

す。 

 こういう形になりますと，今までの今山橋から見ても抜水橋でございますので，ま

ずかさ上げをされると。今の堤防よりもちょっと上に橋が走るという形が出てくると

思うんです。横に，この画面から見たら左右に実は町道が走ってます。これは堤防の

利用なんですけれども，そういうことで，これは当然既設の町道でございますので，

これになだらかな勾配をつけてつなげるという工法になるのかなと思いますけれど

も，そういう理解でいいのか課長にお聞きしたいと思います。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 今山橋の現状から見ていただいてもわかりますように，

新しい計画橋梁につきましては橋梁の桁高のかさ上げは必要になってくるというふう

に考えております。また，勝浦川両側の堤防の町道とは交差するということで，交差

しながら南北の県道に接続するということになるだろうと思っております。堤防町道

部分との交差につきましては，平面的に取りつくというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 
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○９番（国清一治君） ここは，実は私毎朝必ずといっていいぐらい歩いておりま

す。私が歩幅ではかってますと，右に向いて，東なんですけれども約800メーターあ

ると思います。ほんで，西に向いては200メーター，ただ東に向いてはこれは迂回路

があります。西に向いては行きどまりになっております。今まで，初めて勝浦へ来た

人が道を間違って再々この路線に入って来ます。私は，最初行きどまりちゅう看板を

自分でつくって立てておりますが，最近は建設課が看板をつくって立てていただいて

おります。 

 質問を続けます。 

 これは，岩屋谷川で行きどまりになっております。私が知る限り，町内の堤防で切

断というか，息ができない堤防について私はここだけだと思っております。地元では

ここは通常の農作業の道でありますし，消防が水害時に防災，見回りのときにも通れ

ません。そういうことで，非常に障害となっております。そういう現況を課長はどう

認識されてますか。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 議員から説明があったとおり，今岩屋谷川において星谷

川端線については，そこで行きどまりになっておるということは認識をいたしており

ます。そこらが通行量がどれほどあって，どういうふうに活用しておるのかというの

についてはなかなか私たちも認識はないんですけれども，現に両サイドにつながっと

る川端線がここで寸断されておるということについては，認識をしておるというとこ

ろです。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） この橋を私が新設したい，周辺整備ということはそういうこ

となんですけれども，今回実はこれは私が初めて言ったことではございません。たし

か20年ぐらい前に，町の総合計画のときに，各地区に職員を派遣して地区の要望を受

けました。地区の計画をいろいろ聞いていきました。私は当時職員だったんですけれ

ども，地元のほうからここに橋をかけてほしい，これは星谷環状線じゃと。今は，農

作業をするにしても，防災面でもあの橋が通れないということで，これを星谷地区の

計画として町に提出しました。実現には全く至っておりませんけれども，今回ちょう

ど総合計画の時期になっております。ほんで，地元も回っていくというのは多分出る
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と思いますけれども，写真にあるようにこの川幅が８メートルです。この岩屋谷川に

は，既に上流に向かって６つの鉄筋コンクリートの橋がかかってます。立派な橋でご

ざいます。当然生活道でありますので，重要であるから過去に順次かけられたものと

思っております。ただ，この河口には橋がないということで非常に地元では苦慮いた

しておりますが，町長，この状況をどう見ておりますか。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） この状況を今回ではなくて，私もこの行きどまりまで行っ

た。なぜかというたら，余り大した用ではなかったんですが，ただ余り通る機会がな

くて，そこの必要性というのを余り感じたことは私自身はなかったわけです。ただ，

日常生活的にそこが通れるんであれば，例えば私どもでも家へ帰るときというのは，

ひょっとしてそっちを，もし橋があれば使うかもしれないというような，その程度か

なというふうには思います。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 多分余り通らないでなしに，知ってるから通らないというこ

とが正しいんかなと私は思います。特に，農作業で一番苦慮しとんですけども，一斉

清掃のときも河川の清掃のときも，ここで分断されておりますのでなかなか掃除がで

きないんですけれども，この写真で見たとおり，これははっきり言うて鉄の橋がかか

っております。これは人一人ようやく渡れるぐらいで，自転車で押していく人もおる

ようでございますが，これは許可をもろうたんでも何でもないと思います。 

 そういうことで，私が議員になってから１度ここに橋をかけられないかという質問

をしたことがあります。ちょっと議事録をよう探さなんだんですけども，多分何かの

関連で行ったと思いますが，そのときの建設課長だったと思うんですけれども，ここ

は河川，県の管理であるので許可がなければかけられない，それだけでもう終わった

ような気がしますけれども，事前に課長に言っておりますので，県の許可とはどうい

うものなのか，お聞きしたいと思います。 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 岩屋谷川，勝浦川ともに県下２河川でございまして，当

然それの堤防についても県の管理地ということになりますので，そこに橋梁を整備す
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るということになりますと，河川協議並びに河川占用許可が必要になってくるという

ふうに思われます。 

 以上でよろしいですか。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 多分，県から何かの資料が届いているんかなと思うんですけ

ども，私が言います。 

 県土整備部の回答なんですけれども，県としては構造令の要件を満足していれば，

町による整備は可能であるという回答でありました。ということは，要件さえ満たせ

ばできると。できるというても，私は当然だと思うんですね。すぐ左側50メーターぐ

らい行ったところに猪蓄谷というのがありますが，これはもう既に河口に橋がかかっ

てます。何で岩屋谷川だけがかかってないんかなというんは私は不思議なんですけど

も，何かいきさつがあったんかなと思います。 

 きょうは，町長にこれができるとかできんとかという答弁は求めません。ただ，担

当課長に言っておきたいのは，この県の構造令を満たす数字的なものについて研究を

しておいていただきたい。また，次回必ず，次回ちゅうかすぐという意味ではないん

ですけれども，いろいろ星谷からも要望が出てくると思いますので，そういうことを

事前に研究をしておいていただきたいなということで，町長の最終答弁については今

回は置いておきたいと思います。課長，また調べといてくださいな。研究しといてく

ださいな。 

 次に，町長に聞きますが，私はこれは町長の大きな公約と思うんですね。災害時で

も確実に通行できる道路整備，私は公約の中で特にこれに感銘した一つでございま

す。私もそういうことは思っております。災害が起こったら，星谷はもうずたずたに

なって通れません，はっきり言って。星谷だけでなしに，勝浦だけでない，上勝まで

も影響するというような勝浦町の現在の道路事情であります。それの一番の今まで問

題になってきたのが，中角の樋門であります。要らんところをさわったな，これは。 

○議長（美馬友子君） 発表者。 

○９番（国清一治君） 済んません。担当課長に聞きたいんですけれども，中角の樋

門，これは県下的にも非常に珍しく，まして県道にかかっているということは非常に

珍しい。この樋門の役割と必要性について，建設課長としてどう捉えておりますか。 



- 328 - 

○議長（美馬友子君） 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 中角馬越の樋門について，増水時に勝浦川及び生名谷川

の水位が上昇すると。そして，中角集落への流入を阻止する役割がある必要な施設で

ある陸閘というふうに認識をいたしております。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） これは非常に重要な樋門であります。昔は，これは木を組ん

でとめていたと。ほんで，夜中にちょっとおくれて，消防の方が首まで水につかって

必死に守り抜いたという歴史もあります。このちょうど真ん中に，ちょっと見えにく

いんですけど白い箱みたいなものがあると思うんですけれども，これは樋門の監視塔

であります。これは，夜に増水した場合に，樋門であって早目に閉めるちゅうことは

できんのですね。これによって交通が遮断されますので，この判断は非常にデリケー

トな，町長が頭を痛める，消防長ですかね，署長は。頭を痛めるところなんで。その

間消防団員は暴風雨の中，前は台風の中だったと思う，暴風雨の中，監視をしなけれ

ばならないということで，私が担当のときにここの用地を譲っていただいて，ここか

らこの窓があいてますから，閉めたら５人ぐらい入ると思いますが，ここから監視を

してもらえんだろうかということで建てた，監視塔というほどのものでないんですけ

ども，監視の雨にぬれないこういうものをつくっております。幸い，最近は四，五年

前に１回つかったことが，あれは昼だったと思うんですけれども，非常に大切な樋門

であります。 

 先ほど，ちょっとまだ聞いてないと思うんですけれども，町長が言う公約で，災害

時にも通れる道路というのはどういう構想を持って言われてるのか，これも任期半ば

ですので，自分の構想を出していかないかんと思う。任期は４年ですのでもうそろそ

ろ，完成するかは別の問題であります，構想は出していかないかんと思うんで，町長

が持っている構想はどういうものかお聞きしたい。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 私が考える災害時における安全に通行できる道路というの

は，イメージしているのは県道でございます。県道徳島上那賀線または県道新浜勝浦

線，こういった２つの大きな幹線道路というのを，願いではあるんですが，改良を続

けて冠水しないところというふうにできていたらというふうに考えております。その
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ためにも，星谷橋というのがまた重要な橋になってこようかと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 町長は，今の既設のを改良したいということですね。私は，

もっと大胆な構想を持っているのかなと思っとったんです。私が参考までに書いとん

ですけれども，勝浦環状線，環状線というのは私が星谷環状線からとったようなもの

で，これは決まった話ではないんですけれども，以前今山橋の南詰めから西岡の裏に

橋をかけて，堤防を利用して馬越のところから生名の東のバイパスにつなげる，そう

いう話もありました。もう一つは，西岡から中角の水田，耕地の中を通って，最終は

樋門を下げて通らなければ樋門を外すことはできませんので，東生名に取り次ぐ，こ

れはお世話してそういう推進の会議もできておりました。多分町も図面を引いたと思

いますけれども，いろいろな条件のもとに頓挫というか中止になった経緯があります

が，町長，その２つのことについて今まで聞かれたことはありますか。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 私が知っている限り，中角の田台の真ん中を通るというよう

な案は聞いたことがあります。ただ，私も余り事業課のほうでおったこともないし，

また町長になってからもそこのところは，多少一般質問等で言われておったんです

が，余り現実性がないのかなという思いはありました。いずれにしても，かなり費用

のかかる道路になってこようかというふうには感じております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 私がちょっと意外やったのは，災害時でも通行だけの道路と

いうことで今の道を改良するのであれば，はっきり言って構想でも何でもないと思う

んですね。ただ，かさ上げする時点でいろいろとこれはこれで問題が出てくると思い

ます。もとに戻りますが，私が星谷橋改修とあわせて西につなげる，これも私は一つ

の環状線としておこうかなと。今回，新浜勝浦線が50センチのかさ上げをするという

ことで，まず通行どめにはなることはないと私は思いますので，優に星谷橋は来れま

す。星谷橋も抜水橋になりますので，生名に渡っても今度また棚野，久国の改良が必

要になってくると。いろいろと難点がありますので，私は今たちまち可能なのは，星
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谷橋から岩屋谷川を抜けて，ほんで横瀬につなぐと，その線が一番妥当かなと思いま

す。私が先ほど言いましたように，川幅，私がはかったのでは８メーター，ほとんど

用地交渉は多分要らない，工事中は要るにしても要らないかなと思っておりますの

で，海川課長に可能な数字を研究していただいて，またこれは一つの構想として次の

機会に質問もさせていただいて，災害時でも通れる本当の道路をつくっておかなけれ

ばいけないと思います。特に，救急車が通ったときに浸水で動けないというんでは，

これははっきり言って星谷だけの問題でなしに勝浦中心部の話ですので，現在の横瀬

工区のあたりまで全部影響しますので，次回にまたもうちょっと私も煮詰めて質問さ

せていただきたいと思います。 

 次に……。 

○議長（美馬友子君） 国清議員，次の質問に行く前に，建設課長から答弁。 

○９番（国清一治君） ああ，済んません。 

○議長（美馬友子君） あるんで，聞いてください。 

 海川建設課長。 

○建設課長（海川好史君） 済いません。先ほど，新浜勝浦線のところだったと思う

んですけれども，かさ上げの質問がございました。ちょっと私の答弁の一部を修正せ

ないかんことがあったんかもわからんので，改めてもう一回答弁させていただきたい

と思います。 

 星谷の新浜勝浦線の改良区間の中で，既設の舗装高から最高で50センチ程度のかさ

上げをするというふうに聞いてますので，一番低いところだったかどうとかというの

は確認ができてませんので，一番高いところで既設の舗装高から50センチ程度のかさ

上げになるということを聞いておるというところで，完全に冠水対策が施されとるか

どうかというのは，縦断修正で計画した拡幅工事ですよというふうな説明であったと

思いますので，済いませんが答弁をよろしくお願いします。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 了解しました。 

 安心の消防力再編ということで，実はずっと常備化の話をしてきました。１番議員

も積極的に質問していただきました。ここでいろいろ聞きたいんですけれども，先ほ

ど休憩時にしにくいところがあるという話もありましたので，そこにはもう触れませ
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ん。ほんで，今県の指導でやられているということで，県がここまで話に乗ってきて

くれたのは初めてでございます。ちょっと私が気になったのは，政策監が１番議員の

質問に，勝浦だけが積極的に行っても難しいのかなということはありましたので，そ

れは答弁を求めるのではありませんが，私のニュアンスはちょっと違うんですね。ほ

んで，私は広域化と常備化とはちょっと違うと思うんですね。前にも県下一消防署ち

ゅう話があって，これはかなり10年ぐらい前になるかな，それを期待してこの常備化

の話がとまった経緯があるんですね。県が一つの消防署をつくるのだから，常備化は

当然そこに含まれるということを私も一部期待しとったんですけれども，その話はど

うも頓挫したような感じがして，今もブロックごとの広域化ということなんですが，

私は町長が前回も，勝浦町が先頭に立ってやるということに非常に期待感を込めてお

りますので，市とは状況が全く違いますので，３町村の中では一番積極的にリーダー

シップ，はっきり言うて勝浦だけでもやるんじゃというぐらいの勢いでいかなんだ

ら，これはまずできません。 

 ２番目の質問で，常備化推進協議会，仮称であるんですが，これも１番議員の答弁

で，町長が各消防団を初め，早いうちにやりたいなということでありましたんで，私

は新年度でスタートできると思っていたんですが，担当者の段階では要綱も何も多分

できとらんだろうなということを推察しております。答弁は求めませんが，とりあえ

ずつくってくださいこれを，町長。ほんで，できましたら議会からも参画させてほし

いという，これは今私が皆に相談したわけでないんですけれども，参画させてほしい

なということを含んでおりますので，このことをひっくるめて町長に答弁をお願いい

たしたいと思います。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 消防の常備化ということで，できていない３町村は２市に頼

るというようなところがあるので，難しいとは思います。ただ，１番議員の答弁でお

答えしたように，まず勝浦町の中でそういった機運をつくっていくという意味でも，

先ほど議員がおっしゃいましたそういった期成同盟会ではないんですが，そういった

協議会なりを立ち上げていくというのが，まず勝浦町でできることの一番かなという

ふうに考えております。 

 新年度になって，なるべく早いうちに開催，設立をしたいと思っております。どう
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かご協力をお願いできたら，そういう思いでございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） もう一回質問せんでもいけるように，町長，お願いいたした

いと思います，もういつまでもしませんので。これは，町長が積極的にやるちゅう十

分後押しになると思うんで，これはぜひとも新年度早々やってください。お願いいた

します。 

 次に，消防団組織の再編，これは町長が公約にも言っておりますが，私もこのこと

はずっと言ってきました。私が質問を続けますが，現在の消防団員240名ができたの

が44年ですね。機動隊ができたときと同じ，それは合併当時は14分団466人，倍ぐら

いの人数がおりました。この240人ができてもう既に50年が経過しております。50年

前が人口が8,800人，今は5,300，ほの率からいうたら140人ぐらいにせなんだら消防

団員がなかなかつくれないということ，分団長の経験者が団員で残るという，非常に

分団長は苦労されとるにもかかわらず，もう一回団員として残っているのがほとんど

の分団だと思います。町長の構想は，もし僕の構想は生比奈校区で３分団，横瀬校区

で３分団ということをずっと言ってきてます。ほんで，団員数はいきなり100，半分

ぐらいにするのはちょっと難しいかなということで，百七，八十人かな，前に言って

きたんは。そういう構想で言ってきました。それは何で言ってるかといいますと，詰

所がかなり古くなっています。第８分団が今度消防車を買いかえるのに消防車が入ら

ない。今一番小さい消防自動車で動いてますが，今度は町が買うたろうかちゅうたっ

て機械が入れない。改修する建物ではないと思うんですね。ほかにも古い分団がいっ

ぱいありますので，ほの再編を見通して詰所をつくっていかなんだら，西岡のところ

はもうできてしまったんですけれども，多分あそこぐらいで１分団は組めるかなと思

いますが，そういう改修時にあわせて，それと分団の編成をしていかなんだらなかな

かできんかなと思いますので，町長が公約というか，ずっと言うてきました再編ちゅ

うのはどういう考えなんでしょうか。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 具体的に，どの分団とどの分団の統合をするといったような

ことは，おおよそ私の頭の中にあるにはあったんですが，まず本団に相談しますと，

本団のほうで各分団に聞き取りをして回るというようなことで，一昨年から毎年１回
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は各分団を訪れて聞くと。１年目の状況からいうと，各分団とも隣の分団等との統合

は余り望んでいないというような結果が出ました。ただほのあたりももう少し強く進

めていく必要もあろうかとは思います。ただ，人数的に今の各分団でバランスがとれ

ていない状況になっているんじゃないかという認識はあるということで，団員数の削

減なりというのが必要な分団は出てこようかと思います。それを考えている分団もあ

るというふうに聞いております。私の思案としている意見は，ここでは控えさせてい

ただきたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 統合が悪いとかというんでなしに，私は団員ができないんじ

ゃないかということをまず心配してます。過去の歴史を見てみますと，町内３分団，

210人を減した歴史があるんですね。これは町史を見たらわかると思いますが，そう

いうこともありました。私は，あくまでもこれは常備化を前提にしてますので，常備

化を前提して役場の機動隊もなくして，ほんで６分団，常備化等の再編は並行して進

めていかないかん。それより以前に，詰所の建てかえをどう考えていくか，これはし

とかなんだら，今の分団で建て替えたって，多分もう使えん詰所が出てくるかなと思

いますので，そこらを含めてまた今後も質問はしていきたいと思います。 

 それと，消防の最後ですけれども，避難所の問題です。 

 きょうも，３番議員から耐震の問題が出ました。答弁では，集会所はできていると

いう答弁が漠然とあったんですけれども，今星谷の避難所である集会所は直しており

ます。だけん，耐震化とは違うのかもわかりませんが，今のままでは避難ができない

ということで，今現在補修中であります。多分，そういう集会所はほかにもあると思

います。私は，今回特にそういう改修の問題でなしに，避難所の表示がないと。私は

何で気がつかなかったんかなと自分でも思うんですけれども，今私は歩き遍路をして

まして，これは行くたびに避難所とかは関心を持ってます。これなんかは坂本公民

館，坂本小学校がある，これは愛媛県の坂本集落というところを偶然通りかかった

ら，避難所は坂本が全部ついてました。旅の人が，いつ災害が起こってもそこへ行っ

たらとりあえず一時避難はできると。これが避難所は地元の人だけが避難するところ

ではありませんので，そういう表示が何でできとらんのか，私も担当した経験がない
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のでわからんのですけども，ほこらは参事，今できとるところはないでしょう。 

○議長（美馬友子君） 岡本参事。 

○参事兼総務防災課長（岡本重男君） 現在，町の避難所のほうに表示のほうはでき

ておりません。それで，先ほど画面で見せていただきまして，青い看板で人が避難す

るイラストもついておりまして，この画面ですけども非常にわかりやすい画面だと感

じております。それで，このような看板を参考に，今後地元の区長さんとかと相談し

て，どのような場所にどのような記載でつけるかということも含めまして検討してい

きたいと考えております。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） これは当たり前のことなんですね。ほんで，ぜひともこれは

予算化して，避難所はつけてください。県道ぶちで一旦つけて建物につけるというこ

とを，私もこれに何で気がつかなかったんかなと思ったんですけれども，私も知りま

せんでした。これはぜひとも予算化していただきたい。町長，それでよろしいでしょ

うか。ぜひお願いいたします。 

 時間が押してますので行きますが，次に活力のある勝浦ということで，これは政策

監に聞きますが，私は今まで勝浦に来た副町長さんみんなに聞いてます。１年たった

後で勝浦に持つ印象，悪いところでもいいんです。ほんで，こんなところがいいよ

と，こんなところが，悪いところはちょっと言いにくいと思いますが，ぜひとも１年

間たってどういう感想を持たれたか，お聞きしたいと思います。 

○議長（美馬友子君） 大久保政策監。 

○政策監（大久保 彰君） １年間仕事をさせていただいて，勝浦町の印象はという

ふうなお話でございます。昨年４月から１年間こちらでお仕事をさせていただきまし

て，一番最初に感じましたのは，それぞれの地域の地区の住民の皆さんが出て，いろ

んなイベントが１年を通して開催されているというのはすごく印象に残っておりま

す。そういった活動というのがいろいろ外からのお客さんを呼び込んだりとか，例え

ば私は前の仕事の関係ですと，昨年度春にクルーズ船の外国人観光客の方がたくさん

来られたんですが，そのときにも勝浦町さんのほうで受け入れていただいたというふ

うなことで，そういった活発なといいますか，積極的な地域の取り組みというのが交

流人口をふやしていく手法であると思いますし，そういうことでいえば，取り組みと
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して進められているのかなといった印象でございます。 

 それで，悪いところというわけではないんですけれども，こちら勝浦町だけの課題

ではないですけれども，やはり活動していくに当たっては，地元の団体さんの高齢化

でありますとか，例えば人手の問題でありますとか，後継者の方の問題でありますと

か，そういったところの問題というのがありますので，そのあたりというのも町のほ

うでもうまくそういうところをバックアップして，応援していけるような形でやって

いけたらいいのかなというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） ありがとうございます。 

 勝浦の人は非常に積極的にイベント，これはボランティアですね。非常に印象が深

かったのかということで，ありがたい答弁をいただいたように思います。 

 ほんで，私は活性化協会の質問をしておりますけども，これは８番議員から町民と

の距離感があるんでないか。これは28年ですか，できたのは。立派な建物ができてお

りますが，中で何をやっとんかいなという町民がはっきり言って非常に多いです。そ

れと反対に無関心，施設には余り入ってない人も多いように思いますので，これも私

は通して言いますけれども，最初旧の観光協会が活性化協会に変わるんじゃと。内容

は変わらんという話で，議員も非常に心配しておりました。しかし，そういうことで

変わるだけで，活動はまたさらに充実するんじゃというような思いで来たんですけれ

ども，やはりここに来て総会に７人しか来なかったとか，施設内に担当者が２人，誰

が責任者やわからん，まして会長が町長，再々行けるはずがございません。私が心配

したとおりでございます。 

 そういうことで，今の機能はとまっているんじゃないかと思うような危惧を私はい

たしております。最初言われたのは，観光交流のベテランの方，町内の方がおるんじ

ゃということで１つは安心したのですが，その方もどうもいないような感じや。これ

をいろいろ聞きたいんですけど，私は聞くに及ばないというところはありますが，活

性化連合会は10年の歴史があって，５団体でやってます。延べ人数でいうたら100人

を超えとんかなと。組織団体の人数からいうたらね，100人ぐらい超えとんかなと。

熱心に３年間やってきました。３つの事業をやってきましたけれども，この事業のう
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ちどれだけ引き継げるのか，企画課長にお聞きしたいと思います。 

○議長（美馬友子君） 石木企画交流課長。 

○企画交流課長（石木正昭君） 今議員さんがおっしゃったように，私のほうも今ま

で取り組んでいただきました活性化推進連合会，こちらの主要な事業につきまして

は，３本柱，まちづくりの研修事業，またまちづくりの先進地視察研修事業。 

○９番（国清一治君） 余り詳しいのは要らんけん。 

○企画交流課長（石木正昭君） あと遍路道，この３本柱ということでお伺いしてお

ります。 

 なお，この推進連合会が行った事業につきましてですが，現在活性化協会の中でも

おおむね同様の事業を実施しており，基本的にはそれらの事業を引き続き取り組むと

いうことで移行できるのではないかということで，関係者の皆様と確認をいたしてお

ります。なお，町としましては，来る令和２年度の合流開始には，また改めて関係者

の皆様と協議，調整を行いたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） とても活性化連合会の活動と同じように私は思ってません。

八十八カ所のごみ拾いにしても，世界遺産に登録しようという大きな目標があって，

暑い中，鶴林寺，あるいは石原，沼江，勝浦の町境から鶴林寺までみんなが出てごみ

拾いをやってます。ほれはできない。聞いたら何か立川でやってるからとか，立川は

どういう目的でどの範囲でやっとんかちょっとわからんですけれども，やっているか

らほれは同じようなことをやっとうと。全然違うところですね。研修会もかなりやっ

てきました。少なくとも，この前の総会は20人はおったと思うんですね。７人しかお

らない。総会と言えるんかいなというところで，委任状は15ぐらいあったように聞い

ておりますが，ただ会員数を見てますと10団体で個人30人，現在は19団体で10人，し

かしこれは井戸端は入っていない。これはうちの不注意ちゅうか井戸端の件もあるん

で言いませんが，多分最初は入っとったと思う。会費を納めなんだから多分外したん

だろう，しかしほれはほうでなしに，会費は納まってませんよ，多分ほかの個人もあ

ると思います。私もたしか個人で入っとったような気がするんやけど，ほれは定かで

ないんで言いませんが，団体がふえている，たしかこれ団体会費が5,000円ですね。
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ほんで，イベントをしたら２万円くれる。会場はただで使える，はっきり言うて非常

に大きなメリットがあるわけですね。会費5,000円で２万円が出ると，ほんな団体は

ないですよ。1,600万円ちゅう補助金の中から出とんでしょうが，私が入っているほ

かの団体でもらったことがあります。ほういうんでなしに，僕が言いたいのは，会員

が本当に参加して，楽しめる観光協会です，私から言うたら。ほういう観光の活動も

含めた会にしなければ，この会は消滅すると。ただ補助金だけについてきとんかいな

と思うところも私もありますので，町長，今度の改革……。ああ，もう一つ言ってお

きます。やっぱり，町長がトップにおるんはおかしいと思う。町長がトップというの

はおかしい。ほんで，町長がかわるでしょう。おらんと言いますけれども，大きな補

助金が出てますので，ほれに町長がおる自体が問題なんです。それも含めて，町長，

答弁をお願いします。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） この活性化協会の計画のとき，初めに私も職員としておった

と思います。観光協会が商工会から離れるということで，商工会のほうで持てないと

言われまして，また町のほうで持つというときに，ある程度観光協会の事業も引き継

いできた，その中に多分イベントの補助金等は以前から観光協会にあったんで，それ

が引き継いでいるものと思っております。できる限り，観光協会の部分は引き継いで

持つということであったかと思うんですが，そのほかに移住支援というようなことを

この活性化協会でやっていくというところで，初めに町の事業をやっていることとい

うんもあって，当時の町長が会長になったと。私も，町長就任のときに引き継いだと

いうことでございましたが，前に８番議員の質問の中にありましたように，今回連合

会との統合によりまして，会長は私は引くということでお願いしているところでござ

います。また，もう一点。何だったっけ。 

○９番（国清一治君） 活性化協会の改革をしたほうがいいんじゃないねと。 

○町長（野上武典君） また，この活性化協会の中身の事業としましては，移住交流

というのが前の観光にはなかった部分もあったというところで，違う事業も持ってい

るということでございます。改革というのは，また事務局あたりも強化していく中で

やっていきたいというふうに思っておりますので，また皆さんのご提言等をいただけ

たらというふうに思っております。 
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 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） できる限り時間内に終わりたいので，はしょって行きます。 

 これらの問題は私もずっと言ってきておりますし，これからも言っていきますので

機会もあると思いますが，移住・定住というのは前の観光協会の会員は誰も思ってま

せん。私は，町の都合で本来町がすべき仕事をここへ持っていった。それだけのスタ

ッフがいないにもかかわらず持っていったと。２人ですよ。２人でしょう，今。２人

で回している，多分非常にできる人だと私は思います，名前は言いませんけれども。

その人でも，多分昔の観光のほうまではなかなか回らんのかなと。だけん，町長は８

番議員の質問だったと思いますけれども，今後の体制ちゅうところで，社団法人，ほ

れは意味がわからなんだんですけど，そこで理事長，事務局長を置いて，充実した

い。私はＮＰＯ法人かなと思うとったんですけれども，これは多分ＮＰＯ法人でもい

いのかなという気もいたしますが，これのよし悪しについては，また次の機会に聞き

たいと思います。 

 次に，せっかく資料で恐竜をはめてますので，恐竜までは行きたいと思いますが，

今回，きのうは２番議員さんの質問で，ことしの特徴的な重点策を答えて言うた中

に，恐竜について本腰を入れてやりたいと町長ははっきり言いました。そのための予

算は組んでいると。今，企画交流課と教育委員会で事業を組んでます。予算説明であ

りました。夏休み，８月に恐竜月間とかというてやると。内容も聞きませんので，済

んません，お互い勉強しとるかは聞きませんが，スケールがこんま過ぎると私は思い

ます。ほんで，１点だけ聞いておきたいのは，地域おこし協力隊である程度知識を持

った人を雇いたい，ほれは図書館，教育委員会に置くというような感じに聞いたんで

すけども，私たち議会が勝山市の博物館に両方に行っていろいろ感心したことは，恐

竜の化石の知識を持って活性化もできる人ということで，私はむしろ企画のほうに活

動の場があるんかな，発掘というのはほとんど博物館主導でやってますし，何ぼ専門

的な地域おこし協力隊が１人来ても，なかなか入れんのでないんかいなと思っており

ます。ほんで，それよりも活性化のほうに重点を置いた活動をしていただけたらと思

うんですけれども，その点だけ，ほんな局長に聞きますが，どういう人を雇いたいの

か，ちょっと予算で聞いたんですが，もう一回だけ，簡単に。 
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○議長（美馬友子君） 17時になりますが，時間延長いたします。そして，議員の持

ち時間もしっかり使ってください。 

 笹山教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（笹山芳宏君） 地域おこし協力隊の業務内容ということでご

ざいます。 

 恐竜のまちづくりの中心的な役割，コーディネーターのような役割を果たしていた

だいて，県立博物館と勝浦町と，ほかに恐竜化石の産出自治体や，恐竜化石研究者と

の橋渡しができるような専門的な恐竜化石の知識を持たれた方にお願いできればと考

えております。また，議員おっしゃられましたように，恐竜のまち勝浦を全国，世界

にＰＲもしていただけるよう，そういうインターネットによる情報発信等も行える，

さらに学術的素材としての恐竜のほかにも，イベントや観光面での活用を，産業面で

も勝浦ザウルスを活用できるようなことをしていただけるようなと，欲張りなんです

けれどもそういうふうなことを期待しております。 

 以上です。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） ちょっと欲張り過ぎるんじゃないかなと思いますけれども，

人材はおると思いますので，協力できるところは協力もしていきたいなと思います。 

 ほんで，まだまだ聞きたいことがあったんですけれども，先ほど政策監の方から勝

浦の特徴と言われて，高齢化，後継者不足，そういうことがあって，私の最後の質問

にしてますホタルまつり，17年続いたホタルまつりも，これは後継者不足なんです

ね。やむなく休止，今カワニナを取りに行ってるようでございますが，あれだけの

人，１万人を集めることはまず不可能であろうかと。今回，ひなまつりも桜まつりも

中断，中止をいたしております。ひなまつりは25日ぐらいに再開したいなという予定

で町長には言っておりますが，これ以上は悪化したら直ちに中断はいたします。た

だ，何で桜まつりもひなまつりも休んどるかちゅうたら，これはコロナウイルスだけ

の問題でなしに，高齢者が多いからなんですね。高齢者がかかったら非常に大変だと

いうこともあるんです，実は。 

 ほういうことで，高齢者問題，あと後継者問題，これは交流の町を続けていく以

上，本腰を入れて取り組まないとできない。それで，最後に私が言いたいのは，それ
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を補うためにふるさと支援隊というのがあるんですね。画面を見てください，勝手

に。実は，坂本ではずっと以前からそういう支援をいただいてるそうでございます

が，ひなまつりは初めてことし来ていただきました。非常に仕事をします。ほんで，

中には国家公務員，県の職員，現職もあります。四国大学が来るちゅうから，生徒が

来るんかと思ったら先生なんですね。十四，五人来ていただきました。ありがとうご

ざいます。 

 こういうことで，町長にまとめてお伺いしますが，勝浦町の役場の職員も前に休日

とかにボランティアをして，ごみ拾いとかいろいろやった経緯がございます。そうい

うことで，町の職員も何らかの形で参画して，協力していかんなんだら，これが協働

ですよ。協働していかなんだらどの団体も持たないという感じがしますが，町長に最

後に締めていただきたいと思います。私が言い残した分，皆さんが答弁できなかった

ことをまた次回に聞きますので，申しわけございません。 

○議長（美馬友子君） 野上町長。 

○町長（野上武典君） 職員を動員するということは，ある程度ボランティアという

ことであり，強制は難しい。ただ，そういったことへの醸成というのは，いつも私の

ほうからでもお願いをしていくという状況で，何とかつくり出していけないかなとい

うふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 国清議員。 

○９番（国清一治君） 最後に苦言を呈しておきますけれども，この３月会議は非常

に大切な会議であります。ただ残念なのは，議案が余りに修正が多過ぎる。訂正，修

正が多過ぎます。私は担当者だけが悪いんでなしに，チェック機能ができてるんかな

と。これは議員のほとんどが多分思っておりますので，全部完全にちゅうのは，人が

やっていくことですのでできませんが，そこらの解消をして，きちっとした議案，議

員が間違い探しをしなければいけないような議会では，とてもやっていけないと思う

んです。そういうことを苦言を呈しておきますとともに，今回２人の方が退職をされ

るということですが，２人ともいろいろな立場でボランティアをやってます。これは

私もずっと見てきましたので，また町にどういう形でかかわるかは私はわかりません

が，また自分の体で覚えていることをまたいろいろ職員にもアドバイスして，住民と
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の協働をつくっていただきたい。そういうことをお願いして，９番議員，質問を終わ

ります。ありがとうございました。 

○議長（美馬友子君） 以上で９番国清一治議員の一般質問は終了いたしました。 

 次に，勝浦病院事務局長から答弁の修正の申し出がありました。答弁の修正を許可

いたします。 

 笠木病院事務局長に説明を求めます。 

○勝浦病院事務局長（笠木義弘君） 大変申しわけございませんが，昨日の２番議員

さんの質問に対する答弁に若干不適切な表現がございましたので，訂正をいたしたい

と思います。「認知症を含む手間のかかる患者様」という表現をさせていただきまし

た。そちらにつきまして，「重篤な患者様や，看護ケアなどの必要度の高い患者様」

というふうに訂正をしておわびしたいと思います。よろしくお願いします。 

 以上でございます。 

○議長（美馬友子君） 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

 時間延長にご協力ありがとうございました。 

 あすは，９時30分から町道認定及び沼江バイパスの現地調査のスケジュールが入っ

ております。９時30分玄関前に集合でよろしくお願いしたいと思います。なお，議案

審議は13時30分からこの場で行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 井出議員。 

○１０番（井出美智子君） 瀬戸議員と私は，現地でよろしいんですか。 

○議長（美馬友子君） 一旦，帰ってくるんですけど，そうしますか。 

○１０番（井出美智子君） 帰ってくること前提。 

○議長（美馬友子君） それは，また後で調整したいと思います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 お疲れさまでございました。 

            午後５時02分 散会 

 


